
(57)【要約】

【課題】　高設栽培、畜産排泄物由来堆肥の排汁等にお

ける無機態窒素を含有する排出液の無機態窒素を安価で

簡便な処理方法及び処理装置を提供する。

【解決手段】　本発明の無機態窒素を含有する排出液の

処理方法または処理装置は、木質材の解繊行うと共に加

圧した後減圧し膨潤粉砕材を生成し、この膨潤粉砕材を

主成分とする窒無機態窒素除去材と、無機態窒素を含有

する排出液とを接触させ、該排養液中の無機態窒素を前

記無機態窒素除去材で除去することを特徴とするもので

ある。

【選択図】　　　　図１１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 木 質 材 の 解 繊 を 行 う と 共 に 加 圧 し た 後 減 圧 し て 膨 潤 粉 砕 材 を 生 成 し 、 こ の 処 理 に よ っ て
得 ら れ た 前 記 膨 潤 粉 砕 材 の み 又 は 前 記 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ）
を 生 成 し 、 こ の 処 理 で 生 成 し た 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） に 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出
液 を 空 気 中 で 接 触 さ せ 前 記 排 出 液 中 の 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 し て 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る
無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 木 質 材 の 解 繊 を 行 う と 共 に 加 圧 し た 後 減 圧 し て 膨 潤 粉 砕 材 を 生 成 し 、 こ の 処 理 に よ っ て
得 ら れ た 前 記 膨 潤 粉 砕 材 の み 又 は 前 記 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ）
を 生 成 し 、 こ の 処 理 で 生 成 し た 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） を 、 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排
出 液 中 に 水 没 さ せ 前 記 排 出 液 中 の 無 機 態 窒 素 を 脱 窒 し て 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る 無 機 態
窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 を 、 培 土 を 充 填 し た 栽 培 槽 （ １ ） に 養 液 を 供 給 し つ つ
植 物 を 栽 培 す る 養 液 栽 培 に お い て 前 記 培 土 を 通 過 し て 排 出 さ れ る 液 と し た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 1又 は 2に 記 載 の 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 木 質 材 の 繊 維 質 の 解 繊 を 行 う と 共 に 加 圧 し た 後 減 圧 し て 膨 潤 粉 砕 材 を 生 成 し 、 こ の 処 理
に よ っ て 得 ら れ た 前 記 膨 潤 粉 砕 材 の み 又 は 前 記 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る 無 機 態 窒 素 除 去
材 （ ５ ） を 生 成 し 、 こ の 処 理 で 生 成 し た 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） に 、
　 培 土 を 充 填 し た 栽 培 槽 （ １ ） に 養 液 を 供 給 し つ つ 植 物 を 栽 培 す る 養 液 栽 培 に お い て 前 記
培 土 を 通 過 し て 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 を 空 気 中 で 接 触 さ せ 前 記 排 出 液 中
の 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 し て 除 去 し 、 こ の 処 理 を 経 た 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） を 前 記 培 土 ま
た は 堆 肥 と し て 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 培 土 を 充 填 し た 栽 培 槽 （ １ ） に 養 液 を 供 給 し つ つ 植 物 を 栽 培 す る 養 液 栽 培 に お い て 前 記
培 土 を 通 過 し て 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） を 、 排 水 部 （ ６ ｂ ， ９ ） を 有 す る 水 不 透 過 性 の 無 機 態 窒 素
除 去 槽 （ ６ ） 内 に 充 填 し 、 該 無 機 態 窒 素 除 去 槽 （ ６ ） の 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） に 前
記 排 出 液 を 滴 下 供 給 し 前 記 排 出 液 中 の 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 処 理 し た 後 、 処 理 液 を 前 記 排 出
部 （ ６ ｂ ， ９ ） を 通 し て 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 槽 （ ６ ） か ら 排 出 す る こ と を 特 徴 と す る 無 機
態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 培 土 を 充 填 し た 栽 培 槽 （ １ ） に 養 液 を 供 給 し つ つ 植 物 を 栽 培 す る 養 液 栽 培 に お い て 前 記
培 土 を 通 過 し て 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） を 、 水 不 透 過 性 を 有 す る 材 料 で 形 成 し た 無 機 態 窒 素 除 去 槽
（ ６ ） 内 に 充 填 し 、 該 無 機 態 窒 素 除 去 槽 （ ６ ） 内 に 前 記 排 出 液 を 供 給 し 無 機 態 窒 素 除 去 材
（ ５ ） を 、 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 中 に 水 没 さ せ 、 前 記 排 出 液 中 の 無 機 態 窒 素 を 脱 窒
し て 無 機 態 窒 素 の 除 去 を 行 っ た 後 排 出 す る こ と を 特 徴 と す る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液
の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 培 土 を 充 填 し た 栽 培 槽 （ １ ） に 養 液 を 供 給 し つ つ 植 物 を 栽 培 す る 養 液 栽 培 に お い て 前 記
培 土 を 通 過 し て 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） を 、 水 透 過 性 を 有 す る 材 料 で 形 成 し た 無 機 態 窒 素 除 去 槽 （
６ C） 内 に 充 填 し 、 該 無 機 態 窒 素 除 去 槽 （ ６ C） 内 に 前 記 排 出 液 を 滴 下 供 給 し 前 記 排 出 液 中
の 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 し て 排 出 液 か ら 無 機 態 窒 素 の 除 去 を 行 っ た 後 排 出 す る こ と を 特 徴 と
す る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） が 、 杉 ， ブ ナ ， 白 樺 の 樹 皮 ， 木 材 ， 間 伐 材 ， 剪 定 材 の １ 種
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以 上 の 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る も の で あ る 請 求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か に 記 載 の 無 機 態 窒
素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） が 、 前 記 膨 潤 粉 砕 材 に 火 山 灰 又 は 火 山 礫 を 容 積 比 で ４ ０ ％
以 下 混 合 し て な る も の で あ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 培 土 を 充 填 し 且 つ 底 部 に 排 水 孔 を 有 す る 高 設 栽 培 槽 （ １ ） に 養 液 を 供 給 し つ つ 植 物 を 栽
培 す る 養 液 栽 培 に お い て 前 記 培 土 を 通 過 し て 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処
理 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 高 設 栽 培 槽 （ １ ） の 直 下 の 地 面 に 、 該 栽 培 槽 （ １ ） の 長 手 方 向 に 沿 っ て 、 上 面 の 少
な く と も 一 部 に 開 放 部 （ ６ ａ ） が 設 け ら れ 且 下 部 付 近 に 排 出 部 （ ６ ｂ ， ９ ） が 設 け ら れ た
水 不 透 過 性 の 無 機 態 窒 素 除 去 槽 （ ６ ） を 配 置 し 、
　 該 窒 無 機 態 窒 素 除 去 槽 （ ６ ） 内 に は 、 木 質 材 を 解 繊 を 行 う と 共 に 加 圧 し た 後 減 圧 し て 生
成 し た 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） が 充 填 さ れ て お り 、
　 前 記 高 設 栽 培 槽 （ １ ） か ら 排 出 さ れ る 排 出 液 を 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 槽 （ ６ ） の 開 放 部 （
６ ａ ） を 通 し て 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） に 滴 下 し 、 前 記 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 を 有 機 化
し て 排 出 液 か ら 無 機 態 窒 素 の 除 去 を 行 っ た 後 の 処 理 液 を 前 記 排 水 部 （ ６ ｂ ， ９ ） か ら 排 出
す る こ と を 特 徴 と す る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 培 土 を 充 填 し 且 つ 底 部 に 排 出 孔 を 有 す る 高 設 栽 培 槽 （ １ ） に 養 液 を 供 給 し つ つ 植 物 を 栽
培 す る 養 液 栽 培 に お い て 前 記 培 土 を 通 過 し て 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処
理 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 高 設 栽 培 槽 （ １ ） の 直 下 に 該 栽 培 槽 （ １ ） の 長 手 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 排 出 液 集
液 樋 （ １ ０ ） と 、
　 前 記 栽 培 槽 （ １ ） か ら 滴 下 し た 排 出 液 を 前 記 排 養 液 集 液 樋 （ １ ０ ） を 通 し て 集 め て 貯 蔵
す る 排 出 液 槽 （ １ １ ） と 、
　 木 質 材 の 解 繊 を 行 う と 共 に 加 圧 し た 後 減 圧 し て 膨 潤 粉 砕 材 を 生 成 し た 膨 潤 粉 砕 材 と 、 前
記 膨 潤 粉 砕 材 の み 又 は 前 記 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） が 充 填 さ れ
不 水 透 過 性 素 材 で 形 成 さ れ た 無 機 態 窒 素 除 去 槽 （ ６ ） と 、 を 有 し 、
　 前 記 排 出 槽 （ １ １ ） 内 の 排 出 液 （ １ ２ ） を 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 槽 （ ６ ） に 供 給 し て 無 機
態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） を 、 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 中 に 水 没 さ せ て 、 前 記 排 出 液 の 無 機
態 窒 素 を 脱 窒 し て 除 去 し た 後 排 出 す る こ と を 特 徴 と す る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処
理 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 培 土 を 充 填 し 且 つ 底 部 に 排 出 孔 を 有 す る 高 設 栽 培 槽 （ １ ） に 養 液 を 供 給 し つ つ 植 物 を 栽
培 す る 養 液 栽 培 に お け る 前 記 培 土 を 通 過 し て 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処
理 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 栽 培 槽 （ １ ） か ら 滴 下 し た 排 出 液 を 前 記 排 養 液 集 液 樋 （ １ ０ ） を 通 し て 集 め て 貯 蔵
す る 排 出 液 槽 （ １ １ ） と 、
　 木 質 材 の 解 繊 を 行 う と 共 に 加 圧 し た 後 減 圧 し て 膨 潤 粉 砕 材 を 生 成 し た 膨 潤 粉 砕 材 と 、 前
記 膨 潤 粉 砕 材 の み 又 は 前 記 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） が 充 填 さ れ
水 透 過 性 素 材 で 形 成 さ れ た 無 機 態 窒 素 除 去 槽 （ ６ C） と を 有 し 、
　 前 記 排 出 槽 （ １ １ ） 内 の 排 出 液 （ １ ２ ） を 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 槽 （ ６ C） に 滴 下 供 給 し
て 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 し て 除 去 し た 後 無 機 態 窒 素 除 去 槽 （ ６ C） か ら 滲 み 出 さ せ て 、 排 出
す る こ と を 特 徴 と す る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 槽 （ ６ C） が 、 水 透 過 性 を 有 す る 材 料 で 形 成 さ れ た コ ン テ ナ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） が 、 杉 ， ブ ナ ， 白 樺 の 樹 皮 ， 木 材 ， 間 伐 材 ， 剪 定 材 の １ 種
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以 上 の 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る も の で あ る 請 求 項 １ ０ 乃 至 １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 無 機
態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ ５ ） が 、 前 記 膨 潤 粉 砕 材 に 火 山 灰 又 は 火 山 礫 を 容 量 比 で ４ ０ ％
以 下 混 合 し て な る も の で あ る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 養 液 栽 培 に お け る 排 養 液 の 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ハ ウ ス 内 に 設 置 し て 苺 等 の 栽 培 に 使 用 す る 高 設 栽 培 に 用 い ら れ る 養 液 栽 培 法
の 排 出 液 、 あ る い は 畜 産 廃 棄 物 に 由 来 す る 堆 肥 か ら の 排 出 液 （ 排 汁 と も 記 載 す る 。 ） 等 に
お け る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る こ と に よ っ て 、 排 出 液 中 の 無 機 態 窒 素 き わ め て 低 い 値 ま で 除
去 す る 処 理 方 法 又 は 処 理 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 苺 や メ ロ ン 等 の 土 耕 栽 培 で は 、 苗 取 り か ら 収 穫 ま で 中 腰 姿 勢 で の 作 業 が 続 く た め 、 作 業
者 の 腰 や 膝 へ の 負 担 が 大 き く 、 腰 痛 や 膝 痛 の 原 因 に も な っ て い た 。 そ こ で 、 楽 な 作 業 姿 勢
で 栽 培 を 行 う こ と の で き る 高 設 栽 培 法 が 広 く 普 及 し つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 高 設 栽 培 方 法 で は 、 培 土 を 入 れ た 栽 培 槽 を 、 作 業 に 適 し た 高 さ の 棚 段 に 配 置 し て 苺
等 の 栽 培 を 行 う 方 法 で あ る 。 従 っ て 、 育 成 作 業 や 収 穫 作 業 は 立 っ た ま ま の 姿 勢 で 行 う こ と
が 可 能 と な る の で 、 作 業 者 の 腰 や 膝 へ の 負 担 を 軽 減 す る こ と が 可 能 と な っ た が 、 培 土 を 充
填 し 且 つ 苗 を 栽 植 し た 状 態 の 栽 培 槽 を 、 所 定 の 高 さ に 持 ち 上 げ た り 他 の 場 所 に 移 動 さ せ た
り す る の は 、 新 た な 重 労 働 と な る 。 そ こ で 、 高 設 栽 培 の 培 土 と し て 、 ピ ー ト モ ス や 粉 砕 籾
殻 を 混 合 し た 培 土 や ロ ッ ク ウ ー ル 或 い は 本 願 発 明 者 等 が 先 に 出 願 し て い る ス ク リ ュ ー 式 膨
潤 粉 砕 装 置 （ 特 許 文 献 １ ） に よ っ て 処 理 さ れ た 木 質 材 の 膨 潤 粉 砕 材 を 用 い る 軽 量 培 土 （ 特
願 ２ ０ ０ ３ － ２ ８ ７ ６ ５ ３ 号 ） 等 の 軽 量 培 土 が 使 用 さ れ る 様 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 係 る 軽 量 培 地 を 用 い た 高 設 栽 培 に お い て は 、 肥 料 成 分 を 溶 解 し た 養 液 を 培 土 内 に 点 滴 し
な が ら 栽 培 す る 養 液 栽 培 法 が 一 般 的 で あ る 。 と こ ろ が 、 軽 量 培 地 は 嵩 密 度 が 小 さ な 材 料 で
あ る の で 、 一 般 の 土 壌 に 比 し て 空 隙 率 が 高 い た め 、 養 液 の 一 部 は 空 隙 部 を 通 っ て 栽 培 槽 の
底 部 に 溜 ま る こ と に な る 。 そ こ で 、 栽 培 槽 の 底 部 に 排 出 孔 を 形 成 し 、 こ の 排 出 孔 か ら 滴 下
す る 排 出 液 を 廃 棄 す る 懸 け 流 し 方 式 が 一 般 に 採 用 さ れ て い た 。 こ の 懸 け 流 し 方 式 で は 、 排
出 液 中 の 無 機 態 窒 素 も 廃 棄 す る の で 、 こ の 無 機 態 窒 素 が 地 中 に 浸 透 し て 地 下 水 や 河 川 ， 湖
沼 を 汚 染 す る 懸 念 が あ り 、 農 業 環 境 の 問 題 が 新 た に 生 じ て 来 た 。 特 に 、 １ ９ ９ ９ 年 ２ 月 に
、 地 下 水 中 の 硝 酸 性 窒 素 （ 無 機 態 窒 素 の 一 種 ） の 水 質 基 準 １ ０ ｐ ｐ ｍ が 環 境 基 準 に 格 上 げ
さ れ た こ と も あ り 、 養 液 栽 培 に お け る 環 境 保 全 的 な 排 出 液 管 理 技 術 の 確 立 が 強 く 求 め ら れ
て い る 。 ま た 、 畜 産 廃 棄 物 を 由 来 と す る 堆 肥 に お い て も 、 堆 肥 が 熟 成 す る 途 中 で 、 そ の 重
み で 排 出 さ れ る 排 汁 は 、 多 く の 無 機 態 窒 素 （ 硝 酸 態 窒 素 及 び ア ン モ ニ ア 態 窒 素 ） を 含 有 す
る も の で あ る か ら 、 そ の 除 去 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 養 液 栽 培 法 に お け る 排 出 液 の 処 理 法 と し て 、 各 方 面 か ら 種 々 の 方 法 が 提 案 さ れ て い
る 。 例 え ば 、 排 出 液 を 再 循 環 し て 使 用 す る 方 法 （ 非 特 許 文 献 １ ） や 、 硫 黄 酸 化 菌 を 用 い て
排 出 液 の 硝 酸 除 去 を 行 う 方 法 （ 非 特 許 文 献 ２ ） や 、 脱 窒 菌 を 保 持 さ せ た 木 炭 と 排 出 液 を 接
触 さ せ て 無 機 態 窒 素 を ガ ス 化 し て 除 去 し 、 カ キ 殻 を 用 い て 排 出 液 の リ ン を 除 去 す る 方 法 （
非 特 許 文 献 ３ ） 等 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ５ ３ ３ ８ ５ 号 公 報 （ 図 １ ～ ４ ０ 参 照 ）
【 非 特 許 文 献 １ 】 施 設 と 園 芸 ２ ０ ０ ２ 冬 　 Ｎ ｏ ． １ １ ９ （ Ｐ １ ０ ～ １ ５ 参 照 ）
【 非 特 許 文 献 ２ 】 施 設 と 園 芸 ２ ０ ０ ２ 冬 　 Ｎ ｏ ． １ １ ９ （ Ｐ ２ ０ ～ ２ ４ 参 照 ）
【 非 特 許 文 献 ３ 】 施 設 と 園 芸 ２ ０ ０ ２ 冬 　 Ｎ ｏ ． １ １ ９ （ Ｐ ２ ５ ～ ２ ８ 参 照 ）
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 の 非 特 許 文 献 １ ～ ３ に 示 さ れ て い る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 を 処 理 す る 方 法 は
、 環 境 対 策 と し て は 有 効 で あ る が 、 夫 々 問 題 を 有 し て い る 。 非 特 許 文 献 １ の 排 出 液 の 再 循
環 法 は 、 排 出 液 中 の 余 剰 養 液 を 再 度 植 物 の 栽 培 に 活 用 で き る 点 で 優 れ て い る が 、 循 環 使 用
す る た め に 排 出 液 の 成 分 調 整 が 必 要 で あ り 、 そ の 設 備 も 複 雑 に な ら ざ る を 得 な い 。 又 、 非
特 許 文 献 ２ の 硫 黄 酸 化 菌 を 用 い る 方 法 に お い て は 、 菌 の 生 育 環 境 が 限 定 さ れ る 問 題 が あ る
。 又 、 非 特 許 文 献 ３ の 脱 窒 菌 を 用 い る 方 法 に お い て も 、 菌 の 生 育 環 境 が 限 定 さ れ る の で 処
理 環 境 を 所 定 の 範 囲 に 管 理 す る 必 要 が あ り 、 更 に カ キ 殻 を 用 い る た め 、 設 置 す る 地 域 が 限
定 さ れ る と 共 に 、 副 資 材 と し て メ タ ノ ー ル が 必 要 と な る 等 の 問 題 が あ る 。 ま た 、 畜 産 廃 棄
物 を 由 来 と す る 堆 肥 の 排 出 液 （ 排 汁 ） 中 の 無 機 態 窒 素 を 除 去 す る 具 体 的 な 手 段 の 提 案 は な
か っ た が 、 上 記 の い ず れ か の 方 法 を 基 本 と し て 活 用 可 能 で あ る と 考 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 更 に 、 共 通 の 問 題 点 と し て 、 設 備 コ ス ト や 運 転 コ ス ト が 無 視 し 得 な い 規 模 の も の で あ る
の で 、 高 設 栽 培 現 場 や 畜 産 廃 棄 物 を 由 来 と す る 堆 肥 の 製 造 現 場 へ の 導 入 に は 、 公 的 な 補 助
金 に 依 存 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 係 る 現 状 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 簡 便 な 方 法 で 且 つ 安 価 な 設 備 で 無
機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 か ら 無 機 態 窒 素 を 除 去 す る こ と で 、 前 記 排 出 液 を 廃 棄 可 能 に す
る こ と を 第 １ の 目 的 と し 、 更 に 、 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 を 単 に 除 去 す
る の み で な く 植 物 の 栽 培 の 培 土 あ る い は 、 堆 肥 と し て 再 利 用 可 能 と す る こ と を 第 ２ の 目 的
と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ の 手 段 は 、 本 発 明 の 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 方 法 は 、 木 質 材 の 解 繊 を 行
う と 共 に 加 圧 し た 後 減 圧 し て 膨 潤 粉 砕 材 を 生 成 し 、 こ の 処 理 に よ っ て 得 ら れ た 前 記 膨 潤 粉
砕 材 の み 又 は 前 記 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 生 成 し 、 こ の 処 理 で 生 成
し た 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 に 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 を 空 気 中 で 接 触 さ せ 前 記 排 出 液
中 の 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 し て 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 2の 手 段 は 、 木 質 材 の 解 繊 を 行 う と 共 に 加 圧 し た 後 減 圧 し て 膨 潤 粉 砕 材 を 生 成 し 、 こ
の 処 理 に よ っ て 得 ら れ た 前 記 膨 潤 粉 砕 材 の み 又 は 前 記 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る 無 機 態 窒
素 除 去 材 を 生 成 し 、 こ の 処 理 で 生 成 し た 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 、 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る
排 出 液 中 に 埋 没 さ せ 前 記 排 出 液 中 の 無 機 態 窒 素 を 脱 窒 し て 除 去 す る こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 3の 手 段 は 、 培 土 を 充 填 し た 栽 培 槽 に 養 液 を 供 給 し つ つ 植 物 を 栽 培 す る 養 液 栽 培 に お
い て 前 記 培 土 を 通 過 し て 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 を 無 機 態 窒
素 除 去 材 で 、 有 機 化 又 は 脱 窒 す る こ と で 除 去 す る こ と 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 4の 手 段 は 、 木 質 材 の 繊 維 質 の 解 繊 を 行 う と 共 に 加 圧 し た 後 減 圧 し て 膨 潤 粉 砕 材 を 生
成 し 、 こ の 処 理 に よ っ て 得 ら れ た 前 記 膨 潤 粉 砕 材 の み 又 は 前 記 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る
無 機 態 窒 素 除 去 材 を 生 成 し 、 こ の 処 理 で 生 成 し た 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 に 、 培 土 を 充 填 し
た 栽 培 槽 に 養 液 を 供 給 し つ つ 植 物 を 栽 培 す る 養 液 栽 培 に お い て 前 記 培 土 を 通 過 し て 排 出 さ
れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 を 、 空 気 中 で 接 触 さ せ 前 記 排 出 液 中 の 無 機 態 窒 素 を 有 機
化 し て 除 去 し 、 こ の 処 理 を 経 た 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 前 記 培 土 ま た は 堆 肥 と し て 利 用 す る こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 5の 手 段 は 、 培 土 を 充 填 し た 栽 培 槽 に 養 液 を 供 給 し つ つ 植 物 を 栽 培 す る 養 液 栽 培 に お
い て 前 記 培 土 を 通 過 し て 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 方 法 で あ っ て 前 記
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無 機 態 窒 素 除 去 材 を 、 排 水 部 を 有 す る 水 不 透 過 性 の 無 機 態 窒 素 除 去 槽 内 に 充 填 し 、 該 無 機
態 窒 素 除 去 槽 の 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 に 前 記 排 出 液 を 滴 下 供 給 し 前 記 排 出 液 中 の 無 機 態 窒
素 を 有 機 化 処 理 し た 後 、 処 理 液 が 前 記 排 出 部 を 通 し て 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 槽 か ら 排 出 す る
こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 6の 手 段 は 、 培 土 を 充 填 し た 栽 培 槽 に 養 液 を 供 給 し つ つ 植 物 を 栽 培 す る 養 液 栽 培 に お
い て 前 記 培 土 を 通 過 し て 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 方 法 で あ っ て 前 記
無 機 態 窒 素 除 去 材 を 、 水 不 透 過 性 を 有 す る 材 料 で 形 成 し た 無 機 態 窒 素 除 去 槽 内 に 充 填 し 、
該 無 機 態 窒 素 除 去 槽 内 に 前 記 排 出 液 を 供 給 し 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 水 没 さ せ 、 前 記 排 出 液 中
の 無 機 態 窒 素 を 脱 窒 し て 無 機 態 窒 素 の 除 去 を 行 っ た 後 排 出 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 7の 手 段 は 、 培 土 を 充 填 し た 栽 培 槽 に 養 液 を 供 給 し つ つ 植 物 を 栽 培 す る 養 液 栽 培 に お
い て 前 記 培 土 を 通 過 し て 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 処 理 方 法 で あ っ て 前 記
無 機 態 窒 素 除 去 材 を 、 水 透 過 性 を 有 す る 材 料 で 形 成 し た 無 機 態 窒 素 除 去 槽 内 に 充 填 し 、 該
無 機 態 窒 素 除 去 槽 内 に 前 記 排 出 液 を 滴 下 供 給 し 前 記 排 出 液 中 の 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 し て 排
出 液 か ら 無 機 態 窒 素 の 除 去 を 行 っ た 後 排 出 す る こ と を 特 徴 と す る も で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ８ の 手 段 は 、 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 が 、 杉 ， ブ ナ ， 白 樺 の 樹 皮 ， 木 材 ， 間 伐 材 ， 剪 定
材 の １ 種 以 上 の 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 9の 手 段 は 、 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 、 前 記 膨 潤 粉 砕 材 に 火 山 灰 又 は 火 山 礫 を 容 積 比
で ４ ０ ％ 以 下 混 合 し て な る も の を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ ０ の 手 段 は 、 　 培 土 を 充 填 し 且 つ 底 部 に 排 水 孔 を 有 す る 高 設 栽 培 槽 に 養 液 を 供 給 し
つ つ 植 物 を 栽 培 す る 養 液 栽 培 に お い て 前 記 培 土 を 通 過 し て 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す
る 排 出 液 の 処 理 装 置 で あ っ て 、 前 記 高 設 栽 培 槽 の 直 下 の 地 面 に 、 該 栽 培 槽 の 長 手 方 向 に 沿
っ て 、 上 面 の 少 な く と も 一 部 に 開 放 部 が 設 け ら れ 且 つ 下 部 付 近 に 排 出 部 が 設 け ら れ た 水 不
透 過 性 の 無 機 態 窒 素 除 去 槽 を 配 置 し 、 該 窒 無 機 態 窒 素 除 去 槽 内 に は 木 質 材 の 解 繊 を 行 う と
共 に 加 圧 し た 後 減 圧 し て 生 成 し た 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る 無 機 態 窒 素 除 去 材 が 充 填 さ れ
て お り 、 前 記 高 設 栽 培 槽 か ら 排 出 さ れ る 排 出 液 を 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 槽 の 開 放 部 を 通 し て
前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 に 滴 下 し 、 前 記 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 し て 排 出 液 か ら 無 機 態
窒 素 の 除 去 を 行 っ た 後 の 処 理 液 を 前 記 排 水 部 か ら 排 出 す る 構 成 の 装 置 を 特 徴 と す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ １ の 手 段 は 、 培 土 を 充 填 し 且 つ 底 部 に 排 出 孔 を 有 す る 高 設 栽 培 槽 に 養 液 を 供 給 し つ
つ 植 物 を 栽 培 す る 養 液 栽 培 に お い て 前 記 培 土 を 通 過 し て 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る
排 出 液 の 処 理 装 置 で あ っ て 、 前 記 高 設 栽 培 槽 の 直 下 に 該 栽 培 槽 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ
れ た 排 出 液 集 液 樋 と 、 前 記 栽 培 槽 か ら 滴 下 し た 排 出 液 を 前 記 排 出 液 集 液 樋 を 通 し て 集 め て
貯 蔵 す る 排 出 液 槽 と 、 木 質 材 の 解 繊 を 行 う と 共 に 加 圧 し た 後 減 圧 し て 膨 潤 粉 砕 材 を 生 成 し
た 膨 潤 粉 砕 材 と 、 前 記 膨 潤 粉 砕 材 の み 又 は 前 記 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る 無 機 態 窒 素 除 去
材 が 充 填 さ れ 不 水 透 過 性 素 材 で 形 成 さ れ た 無 機 態 窒 素 除 去 槽 と 、 を 有 し 、 前 記 排 出 槽 内 の
排 出 液 を 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 槽 に 供 給 し て 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出
液 中 に 水 没 さ せ て 、 前 記 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 を 脱 窒 し て 除 去 し た 後 排 出 す る こ と を 特 徴 と
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ ２ に 手 段 は 、 培 土 を 充 填 し 且 つ 底 部 に 排 出 孔 を 有 す る 高 設 栽 培 槽 に 養 液 を 供 給 し つ
つ 植 物 を 栽 培 す る 養 液 栽 培 に お け る 前 記 培 土 を 通 過 し て 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る
排 出 液 の 処 理 装 置 で あ っ て 、 前 記 栽 培 槽 か ら 滴 下 し た 排 出 液 を 前 記 排 出 液 集 液 樋 を 通 し て
集 め て 貯 蔵 す る 排 出 液 槽 と 、 木 質 材 の 解 繊 を 行 う と 共 に 加 圧 し た 後 減 圧 し て 膨 潤 粉 砕 材 を
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生 成 し た 膨 潤 粉 砕 材 と 、 前 記 膨 潤 粉 砕 材 の み 又 は 前 記 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る 無 機 態 窒
素 除 去 材 が 充 填 さ れ 水 透 過 性 素 材 で 形 成 さ れ た 無 機 態 窒 素 除 去 槽 と を 有 し 前 記 排 出 槽 内 の
排 出 液 を 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 槽 に 滴 下 供 給 し て 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 し て 除 去 し た 後 無 機 態
窒 素 除 去 槽 か ら 滲 み 出 さ せ て 、 排 出 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ ３ の 手 段 は 、 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 槽 が 、 水 透 過 性 を 有 す る 材 料 で 形 成 さ れ た コ ン テ
ナ で あ る こ と を 特 徴 と す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ ４ の 手 段 は 、 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 、 杉 ， ブ ナ ， 白 樺 の 樹 皮 ， 木 材 ， 間 伐 材 ， 剪
定 材 の １ 種 以 上 の 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ ５ の 手 段 は 、 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 が 、 前 記 膨 潤 粉 砕 材 に 火 山 灰 又 は 火 山 礫 を 容 量
比 で ４ ０ ％ 以 下 混 合 し て な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 第 1及 び 第 2の 技 術 的 手 段 で は 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 の 素 材 が 廃 材 或 い は 間 伐 材 な
ど の き わ め て 安 価 に 入 手 で き る 木 質 材 で あ る か ら 、 特 別 な 材 料 を 必 要 と し な い 効 果 を 有 す
る 。 ま た 、 第 2の 技 術 的 手 段 に お け る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 を 脱 窒 し
て 除 去 す る 無 機 態 窒 素 除 去 材 は 、 空 気 と の 接 触 を 遮 断 し た 状 態 で 使 用 す る の で 、 長 時 間 安
定 し て 無 機 態 窒 素 を 除 去 す る 効 果 を 有 す る
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 3の 手 段 に よ る と 、 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 は 、 そ の 原 料 を 木 質 材 と す る の み で あ り 、
特 別 な 材 料 を 必 要 と し な い の で 、 こ の 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 栽 培 面 積 の 広 い 高 設 栽 培 に 安 価
に 適 用 す る こ と が で き る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 4の 手 段 に よ る と 、 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 し て 除 去 す る
無 機 態 窒 素 除 去 材 は 、 所 定 時 間 の 使 用 に よ り 堆 肥 の 原 料 と し て 利 用 で き る 効 果 を す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ５ の 手 段 に よ る と 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 充 填 す る 無 機 態 窒 素 除 去 槽 を 水 不 透 過 性 の 素
材 で 構 成 す る の で 、 そ の 素 材 を 安 価 に 入 手 で き る 。 ま た 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 も 安 価 で あ る
の で 、 高 設 栽 培 の よ う に 広 範 囲 の 面 積 に 本 処 理 方 法 を 適 用 す る 場 合 に お い て も 、 安 価 と な
る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 ６ の 手 段 に よ る と 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 水 不 透 過 性 の 無 機 態 窒 素 除 去 槽 内 に 供 給 さ れ
る 排 出 液 に 水 没 さ せ て 使 用 す る の で 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 長 時 間 使 用 で き る 効 果 を 有 す る
。 ま た 、 こ の 方 法 を 高 設 栽 培 装 置 に 適 用 す る と 、 一 度 設 置 し た 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出
液 の 無 機 態 窒 素 の 脱 窒 に よ る 除 去 を 長 時 間 保 つ の で 、 結 果 的 に 設 備 費 を 安 価 に す る こ と が
で き る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 7の 手 段 に よ る と 、 高 設 栽 培 に お い て 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 水 透 過 性 の 無 機 態 窒 素 除
去 槽 に 充 填 し 、 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 を 無 機 態 窒 素 除 去 材 の 上 部 か ら 滴 下 し て 、 無
機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 に よ り 除 去 す る 方 法 で あ る か ら 、 無 機 態
窒 素 の 除 去 能 力 の 低 下 し た 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 培 土 に 或 い は 堆 肥 に 再 利 用 で き る 効 果 を 有
す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 8の 手 段 に よ る と 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 の 素 材 に 杉 、 ブ ナ 、 白 樺 の 樹 皮 、 木 材 、 間 伐 材
、 剪 定 材 な ど の 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 又 は 脱 窒 す る 機 能 の 優
秀 な 素 材 を 混 入 す る の で の 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 の 処 理 能 力 を 調 整 又 は 向 上 さ せ る こ と が で
き る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 第 9の 手 段 に よ る と 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 に 火 山 灰 又 は 火 山 礫 な ど を ４ ０ ％ 以 下 の 混 入 す
る の で 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 の 保 水 性 を 良 く し 無 機 態 窒 素 と 無 機 態 窒 素 除 去 材 と の 接 触 を よ
く す る の で 、 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 を 除 去 す る 効 果 を 向 上 さ せ る 効 果
を 有 し 、 ま た 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 の 重 量 を 比 較 的 軽 い 値 に 保 つ こ と が で き る の で 、 再 利 用
し 易 い 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 １ ０ の 手 段 に よ る 装 置 は 、 高 設 栽 培 の 栽 培 槽 か ら 排 出 さ れ る 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 の 除
去 に 使 用 す る 無 機 態 窒 素 除 去 槽 を 水 不 透 過 性 の 無 機 態 窒 素 除 去 槽 で 構 成 し て あ り 、 こ の 無
機 態 窒 素 除 去 槽 に 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 を 栽 培 槽 か ら 滴 下 し て 無 機 態 窒 素 除 去 槽 の
排 出 部 か ら 排 水 す る の で 、 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 は 、 無 機 態 窒 素 除 去
材 の 一 部 は 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 に 水 没 し 、 他 は 水 没 し な い 状 態 で 無 機 態 窒 素 の 除
去 を 行 う 。 こ の た め 無 機 態 窒 素 除 去 材 は 、 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 と 脱 窒 の 双 方 を 同
時 に 行 い 除 去 す る の で 、 そ の 無 機 態 窒 素 の 除 去 効 果 が 大 き く な る 。 ま た 、 水 不 透 過 性 の 材
料 は 、 ビ ニ － ル シ － ト な ど 汎 用 性 に 富 ん だ 安 価 な 材 料 で 構 成 す る こ と が で き る の で 、 広 範
な 面 積 で 行 わ れ る 高 設 栽 培 に 適 用 し て も 安 価 な 構 成 と す る こ と が で き る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ １ の 手 段 に よ る と 、 高 設 栽 培 の 栽 培 槽 に 沿 っ て 懸 け 渡 し た 排 出 液 集 液 樋 に よ っ て 、
高 設 栽 培 の 栽 培 槽 か ら 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 を 一 箇 所 に 設 け た 無 機 態 窒
素 除 去 槽 に 収 集 し 、 こ の 無 機 態 窒 素 除 去 槽 に 充 填 し た 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 無 機 態 窒 素 を 含
有 す る 排 出 液 中 に 水 没 さ せ て 、 無 機 態 窒 素 を 脱 窒 に よ り 除 去 す る 構 成 で あ る か ら 、 無 機 態
窒 素 除 去 材 が 空 気 に 触 れ な い た め 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 長 期 間 に 亘 っ て 使 用 で き る 効 果 を
有 す る 。 ま た 、 無 機 態 窒 素 除 去 槽 を 一 箇 所 に ま と め て あ る の で 無 機 態 窒 素 除 去 槽 の 修 理 、
交 換 な ど の メ ン テ ナ ン ス を 容 易 に す る 効 果 を 有 す る 。 さ ら に 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 安 価 に
入 手 で き る 事 と 相 俟 っ て 、 高 設 栽 培 な ど の 広 い 地 域 の 装 置 全 体 を 安 価 に 設 置 す る こ と が で
き る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 12の 手 段 に よ る と 、 高 設 栽 培 の 栽 培 槽 に 沿 っ て 懸 け 渡 し た 排 出 液 集 液 樋 に よ っ て 、 高
設 栽 培 の 栽 培 槽 か ら 排 出 さ れ る 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 を 一 箇 所 に 設 け た 無 機 態 窒 素
除 去 槽 に 収 集 し 、 こ の 無 機 態 窒 素 除 去 槽 に 充 填 し た 無 機 態 窒 素 除 去 材 に 無 機 態 窒 素 を 含 有
す る 排 出 液 を 滴 下 さ せ て 、 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 に よ り 除 去 も の で あ る か ら 、 脱 窒 と 比 べ 無
機 態 窒 素 除 去 材 の 機 能 が 劣 化 し や す い 。 し か し 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 交 換 時 に は 、 無 機 態 窒
素 除 去 槽 全 体 を 取 り 替 え れ ば よ い の で そ の 交 換 が 極 め て 容 易 で あ る 効 果 を 有 す る 。 ま た 、
無 機 態 窒 素 除 去 材 の 機 能 の 劣 化 し た 無 機 態 窒 素 除 去 槽 は 、 そ の ま ま 堆 肥 の 原 料 と し て 使 用
あ る い は 、 栽 培 槽 の 培 土 と し て 再 利 用 す る と き 、 無 機 態 窒 素 除 去 槽 が 常 に 容 器 に 収 納 さ れ
た 状 態 で あ る か ら 、 再 利 用 措 置 の 時 の 取 扱 い を 容 易 に す る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 13の 手 段 に よ る と 、 無 機 態 窒 素 除 去 槽 を コ ン テ ナ で 構 成 す る の で 、 無 機 態 窒 素 除 去 材
を 予 め 充 填 し た 無 機 態 窒 素 除 去 槽 を 多 数 準 備 し て お き 、 こ の 無 機 態 窒 素 除 去 槽 を ト ラ ッ ク
ク レ － ン 等 の 建 設 機 械 に よ り 運 搬 設 置 す る こ と が で き る の で 、 メ ン テ ナ ン ス が 容 易 に な る
効 果 を 有 す る 。 特 に 広 大 な 農 業 設 備 に お い て 機 械 作 業 で メ ン テ ナ ン ス が 可 能 に な る こ と は
労 働 力 を 軽 減 す る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 １ ４ の 手 段 に よ る と 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 の 素 材 に 杉 、 ブ ナ 、 白 樺 の 樹 皮 、 木 材 、 間 伐
材 、 剪 定 材 な ど の 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 又 は 脱 窒 す る 能 力 の
優 秀 な 素 材 を 混 入 す る の で の 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 の 処 理 能 力 を 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出
液 の 性 質 に 適 合 さ せ る こ と が で き る 効 果 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 １ ５ の 手 段 に よ る と 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 に 火 山 灰 又 は 火 山 礫 な ど を ４ ０ ％ 以 下 混 入 す
る の で 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 の 保 水 性 を 調 整 し て 、 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 無 機 態 窒
素 の 除 去 能 力 を 調 整 し て 無 機 態 窒 素 を 含 有 す る 排 出 液 の 性 質 に 適 合 し た 無 機 態 窒 素 除 去 材
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を 得 る 効 果 を 有 し 、 ま た 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 培 土 等 に 再 利 用 す る 場 合 そ の 作 業 性 に 適 合
し た 重 量 と す る 効 果 を 有 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 先 ず 、 本 発 明 で 使 用 す る 無 機 態 窒 素 除 去 材 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 無 機 態 窒 素 除 去 材 は
、 杉 や 檜 等 の 森 林 樹 木 の 間 伐 材 、 白 樺 そ の 他 の 街 路 樹 や 果 樹 園 ， 庭 園 樹 木 の 剪 定 枝 、 製 材
所 で 発 生 す る 杉 皮 等 の 樹 皮 や 端 材 そ の 他 の 廃 棄 さ れ る 廃 木 材 等 の 木 質 材 を 、 解 繊 を 行 う と
共 に 加 圧 し た 後 減 圧 し て 生 成 し た 膨 潤 粉 砕 材 を 主 な 成 分 と す る 構 成 で あ る 。 こ の 膨 潤 粉 砕
材 を 生 成 す る 装 置 の 一 例 と し て の ス ク リ ュ － 式 膨 潤 粉 砕 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
　 ス ク リ ュ － 式 膨 潤 粉 砕 装 置 ２ １ （ 以 下 単 に 装 置 ２ １ と 記 す 。 ） は 、 前 記 特 許 文 献 １ に 記
載 の 装 置 で あ っ て 、 図 １ ４ に そ の 要 部 断 面 図 を 示 し 、 図 １ ５ に 装 置 ２ １ に よ る 擂 り 潰 し 粉
砕 作 用 （ 解 繊 粉 砕 作 用 ） の 概 念 図 を 示 し て い る 。 ま ず 図 １ ４ に 示 し て い る 様 に 、 装 置 ２ １
は 、 ケ ー シ ン グ ２ ２ と 、 該 ケ ー シ ン グ ２ ２ 内 に 回 転 自 在 に 挿 入 さ れ た ス ク リ ュ ー ２ ３ と 、
該 ケ ー シ ン グ 先 端 部 に ボ ル ト ４ ３ ａ に よ っ て 固 定 さ れ た ト ッ プ カ バ ー ２ ７ と 、 該 ト ッ プ カ
バ ー ２ ７ の 中 央 部 に 配 置 さ れ 前 記 ス ク リ ュ ー ２ ３ の 先 端 軸 ３ ２ を 回 転 自 在 に 軸 支 す る 支 持
部 材 ３ １ と 、 前 記 ト ッ プ カ バ ー ２ ７ の 内 面 に 摺 接 す る カ ッ タ ー ２ ９ と を 有 し て お り 、 前 記
ケ ー シ ン グ ２ ２ の 後 端 側 に は 、 ロ ー ト 状 の 被 処 理 物 で あ る 木 質 材 を 本 装 置 に 供 給 す る 投 入
用 の ホ ッ パ ー ３ ０ が そ の 下 部 開 口 で あ る 投 入 口 ３ ３ と し て 前 記 ケ ー シ ン グ 内 に 開 口 す る 様
に 設 け ら れ て い る 。 更 に 、 前 記 ト ッ プ カ バ ー ２ ７ に は 粉 砕 材 を 吐 出 す る た め の 多 数 の 吐 出
孔 ２ ６ が 設 け ら れ た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 カ ッ タ ー ２ ９ は 、 前 記 ト ッ プ カ バ ー ２ ７ の 内 側 表 面 に 接 触 若 し く は 近 接 す る 様 に 配
置 さ れ て お り 、 前 記 ス ク リ ュ ー ２ ３ の 回 転 軸 ４ ０ の 先 端 に 取 り 付 け ら れ て 該 回 転 軸 ４ ０ と
共 に 回 転 す る 様 に な っ て い る 。 又 、 前 記 ト ッ プ カ バ ー ２ ７ の 中 心 に は 、 前 記 ス ク リ ュ ー 支
持 部 材 ３ １ が 設 け ら れ て お り 、 ス ク リ ュ ー ２ ３ の 先 端 軸 ３ ２ は 、 ス ク リ ュ ー 支 持 部 材 ３ １
に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 更 に 、 ス ク リ ュ ー ２ ３ の 回 転 軸 ４ ０ は 、 前 記 ケ ー シ ン グ ２
２ に ボ ル ト ４ ３ ｂ で 固 着 さ れ た リ ア カ バ ー ２ ８ に 回 転 自 在 に 保 持 さ れ 、 そ の 後 端 は 、 コ ネ
ク タ を 介 し て 適 宜 の 駆 動 源 ４ ２ に 取 り 付 け ら れ て 該 回 転 軸 ４ ０ を ケ ー シ ン グ ２ ２ 内 で 回 転
自 在 に 支 持 す る 構 造 と な っ て い る 。 又 、 前 記 ケ ー シ ン グ ２ ２ の 内 側 前 方 側 に は 、 該 ケ ー シ
ン グ ２ ２ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 複 数 の 剪 断 刃 部 材 ２ ４ が 、 ボ ル ト ２ ５ に よ っ て 固 着 さ れ て い
る 。 尚 、 図 中 ４ １ は 、 前 記 回 転 軸 ４ ０ の 保 護 カ バ ー で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 係 る 構 成 の 装 置 ２ １ に よ り 、 ス ク リ ュ ー の 回 転 力 に よ っ て 被 処 理 物 を ス ク リ ュ ー ２ ３ と
ケ ー シ ン グ ２ ２ の 内 面 の 前 記 剪 断 刃 部 材 ２ ４ と に よ っ て 粉 砕 し つ つ 擂 り 潰 し て 解 繊 す る と
同 時 に 、 該 ス ク リ ュ ー ２ ３ の 羽 根 ２ ３ ａ の 間 隔 が 先 端 に 行 く に 従 っ て 狭 く な る 様 に 形 成 さ
れ て い る の で 、 こ れ に よ り 、 被 処 理 体 を ス ク リ ュ ー ２ ３ の 回 転 力 に よ っ て 前 方 に 圧 送 し 前
記 ト ッ プ カ バ ー ２ ７ の 内 面 側 で は 、 被 処 理 物 は 粉 砕 さ れ て 高 圧 力 で 押 し 潰 さ れ た 状 態 と な
っ て お り 、 こ れ を 、 吐 出 孔 ２ ６ か ら 内 圧 に よ っ て 押 し 出 す 様 に な っ て い る 。 こ の 押 し 出 し
の 直 前 で 、 前 記 ケ ー シ ン グ ２ ２ 内 の 吐 出 孔 ２ ６ の 手 前 に 設 け ら れ た カ ッ タ ー ２ ９ に よ り 、
被 処 理 物 で あ る 木 質 材 の 繊 維 質 を 切 断 し 、 こ れ に よ り 吐 出 孔 ２ ６ の 目 詰 ま り を 防 止 す る 様
に な っ て い る 。 又 、 こ の 吐 出 孔 ２ ６ か ら 被 処 理 材 で あ る 木 質 材 が 押 し 出 さ れ た 瞬 間 に 、 圧
力 は 常 圧 に 急 速 に 開 放 さ れ る の で 、 押 し 出 さ れ た 被 処 理 物 木 質 材 は 、 内 部 の 水 分 が 減 圧 に
よ り 気 化 ・ 膨 張 し て 、 い わ ゆ る ポ ッ プ コ ー ン と 同 様 の 原 理 で 膨 潤 さ れ る （ 以 下 、 こ の 様 に
し て 生 成 さ れ た 材 料 を 膨 潤 粉 砕 材 と 記 す ） 膨 潤 粉 砕 材 と な る 。
　 尚 、 膨 潤 粉 砕 材 は 、 被 処 理 物 木 質 材 の 繊 維 が 充 分 に 分 離 さ れ 、 排 出 液 に 接 触 す る 表 面 積
が 大 き く な れ ば よ い も の で あ る 。 し た が っ て 、 膨 潤 粉 砕 材 は 、 本 装 置 ２ １ に よ っ て 生 成 さ
れ た も の に 限 定 さ れ る も の で な く 、 例 え ば 、 公 知 の 爆 砕 に よ る 膨 潤 粉 砕 装 置 で 生 成 し た も
の で も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 尚 、 ケ ー シ ン グ ２ ２ の 内 側 に は 、 該 ケ ー シ ン グ ２ ２ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 複 数 の 剪 断 刃 部
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材 ２ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 図 １ ５ に 概 念 的 に 示 し て い る 要 領 で 被 処 理 物 の 剪 断 に よ る 破 砕
と 粉 砕 及 び 擂 り 潰 し に よ る 解 繊 が 行 わ れ る 。 先 ず 、 同 図 （ ａ ） に 示 し て い る 様 に 、 ス ク リ
ュ ー ２ ３ の 回 転 に よ っ て 圧 送 さ れ て き た 被 処 理 物 ５ ０ は 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ２ ３ ａ の 外 周 縁
と 前 記 剪 断 刃 部 材 ２ ４ と に 挟 ま れ る 状 態 と な る 。 次 に 、 同 図 （ ｂ ） に 示 し て い る 様 に 、 被
処 理 物 ５ ０ は 、 ス ク リ ュ ー ２ ３ の 回 転 （ 図 中 矢 印 方 向 ） に よ っ て 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ２ ３ ａ
の 外 周 縁 と 前 記 剪 断 刃 部 材 ２ ４ の テ ー パ 状 剪 断 刃 面 ２ ４ ａ と の 間 で 剪 断 力 を 受 け 、 続 い て
同 図 （ ｃ ） に 示 し て い る 様 に 、 ス ク リ ュ ー 羽 根 ２ ３ ａ の 外 周 縁 と 前 記 テ ー パ 状 剪 断 刃 面 ２
４ ａ と の 間 に 存 在 す る 被 処 理 物 ５ ０ は 、 両 部 材 の 相 対 運 動 に よ っ て 擂 り 潰 し 作 用 を 受 け こ
れ に よ っ て 被 処 理 物 中 の 繊 維 質 は 解 繊 さ れ つ つ 剪 断 さ れ 粉 砕 さ れ て い く 事 に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の 様 に し て 、 ケ ー シ ン グ ２ 内 に 投 入 さ れ た 被 処 理 物 ５ ０ は 、 次 第 に 小 片 ５ ０ ａ ， ５
０ ｂ へ と 剪 断 に よ り 解 繊 さ れ つ つ 小 さ な 粒 子 へ と 粉 砕 さ れ て ゆ く 事 に な る 。 特 に 、 ス ク リ
ュ ー ２ ３ の 羽 根 ピ ッ チ は 前 方 ほ ど 狭 く な っ て い る の で 、 ス ク リ ュ ー の 前 方 に 行 く ほ ど ス ク
リ ュ ー の 回 転 力 に よ っ て 被 処 理 物 は 圧 縮 さ れ て 先 端 部 の 圧 縮 部 ４ ５ ｂ ， ４ ５ ｃ か ら 加 圧 部
４ ５ ａ （ 図 １ 参 照 ） に 圧 送 さ れ る 過 程 で は 、 ス ク リ ュ ー の 回 転 に よ る 混 練 作 用 に よ っ て 粉
砕 物 同 士 が 擂 り 合 わ さ れ て 解 繊 さ れ 、 同 時 に 粉 砕 作 用 を 受 け て 、 一 層 細 か な 粒 子 へ と 粉 砕
さ れ て 、 小 さ な 解 繊 粉 砕 物 へ と 変 化 し て ゆ く 。 こ の 粉 砕 物 同 士 の 擂 り 合 わ せ に よ る 解 繊 粉
砕 作 用 は 、 ス ク リ ュ ー の 先 端 部 に い く ほ ど 圧 密 化 さ れ て い る の で 、 効 果 が 大 き く な っ て い
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 更 に 、 前 記 吐 出 孔 ２ ６ か ら の 吐 出 は 、 前 記 粉 砕 物 の 圧 縮 圧 密 状 態 か ら の 急 速 な 減 圧 を 意
味 し 、 こ れ に よ り 、 粉 砕 物 は 内 部 の 水 分 が 気 化 し て 膨 潤 し 、 膨 潤 粉 砕 材 と な る 。 こ の 圧 縮
圧 密 状 態 か ら の 急 激 な 減 圧 に よ る 膨 潤 作 用 は 、 ポ ッ プ コ ー ン の 原 理 と 同 様 と 考 え ら れ る 。
又 、 ス ク リ ュ ー の 回 転 に よ る 破 砕 と 擂 り 潰 し 過 程 に お い て は 、 ス ク リ ュ ー の 回 転 エ ネ ル ギ
は 、 被 処 理 物 と 前 記 ス ク リ ュ ー 羽 根 ２ ３ ａ と の 摩 擦 、 及 び 被 処 理 物 と 前 記 剪 断 刃 部 材 ２ ４
の テ ー パ 状 剪 断 刃 面 ２ ４ ａ と の 摩 擦 、 並 び に 被 処 理 物 の 粉 砕 物 同 士 の 摩 擦 等 に よ っ て 熱 エ
ネ ル ギ に 変 換 さ れ て 粉 砕 物 の 温 度 を 上 昇 さ せ る 事 に な る 。 こ の 温 度 は 、 籾 殻 ， 枯 れ 草 或 い
は 古 紙 等 の 水 分 の 少 な い 材 料 を 処 理 し た 場 合 に は 一 部 が 炭 化 し て し ま う 現 象 が 生 じ て い る
事 実 、 及 び 水 分 を 含 ん だ 生 木 （ 剪 定 枝 や 刈 り 取 っ た 直 後 の 雑 草 及 び 伐 採 直 後 の 青 竹 等 ） を
被 処 理 物 と し た 場 合 に は 前 記 ト ッ プ カ バ ー ２ ７ の 吐 出 口 ２ ６ か ら 吐 出 さ れ た 直 後 の 膨 潤 粉
砕 材 の 温 度 が ８ ０ ～ ９ ０ ℃ に 達 し て い る 事 実 か ら 、 装 置 内 部 の 加 圧 部 ４ ５ ａ に お け る 温 度
は １ ０ ０ ℃ 以 上 に 達 し て い る も の と 考 え ら れ る 。 こ の 温 度 と 圧 力 は 、 前 記 膨 潤 作 用 を 一 層
効 果 的 に す る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 尚 、 被 処 理 物 が 長 期 間 放 置 さ れ て 乾 燥 し て い る 場 合 に は 、 被 処 理 物 は 、 前 述 し た ス ク リ
ュ ー 羽 根 ２ ３ ａ と 剪 断 刃 部 材 ２ ４ と の 剪 断 作 用 や ス ク リ ュ ー ２ ３ に よ る 圧 縮 を 受 け て い る
状 態 で の ケ ー シ ン グ 内 壁 や ス ク リ ュ ー 面 と の 摩 擦 或 い は 粉 砕 さ れ た 被 処 理 物 同 士 の 摩 擦 に
よ っ て 被 処 理 物 の 温 度 が 高 く な り 、 場 合 に よ っ て は 内 部 で 炭 化 す る 現 象 も 生 じ 、 同 時 に 、
摩 擦 抵 抗 の 増 大 に よ り 、 ス ク リ ュ ー に よ る 円 滑 な 送 り が 行 え な く な る 場 合 が あ る の で 、 こ
れ を 防 止 す る 目 的 で 、 前 記 ケ ー シ ン グ ２ ２ の 先 端 の 加 圧 部 ４ ５ ａ や そ の 近 傍 の 圧 縮 部 ４ ５
ｂ ， ４ ５ ｃ 等 の ケ ー シ ン グ 前 部 に 、 該 ケ ー シ ン グ ２ ２ の 機 壁 を 貫 通 し て 導 水 管 ３ ４ を 配 置
し 、 必 要 に 応 じ て バ ル ブ ３ ４ ａ の 開 閉 に よ っ て ケ ー シ ン グ 内 に 水 分 の 供 給 を 行 う 様 に し た
り 、 或 い は 前 記 ホ ッ パ ー ３ ０ か ら 給 水 可 能 な 様 に 導 水 管 （ 図 示 せ ず ） を 配 置 し て 、 該 ホ ッ
パ ー ３ ０ か ら 水 分 の 供 給 を し て 、 被 処 理 物 の 水 分 調 整 が 行 え る 様 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 装 置 を 用 い て 杉 の 間 伐 材 を 粉 砕 処 理 す る 場 合 に は 、 該 間 伐 材 を 、 予 め チ ッ パ ー で ５
ｃ ｍ 角 程 度 に 破 砕 し た 杉 チ ッ プ を 前 記 ホ ッ パ ー ３ ０ か ら 投 入 し て 粉 砕 処 理 を 行 い 、 枝 葉 等
の 細 径 の も の は そ の ま ま 前 記 ホ ッ パ ー ３ ０ か ら 投 入 し て 粉 砕 処 理 を 行 う と 、 前 記 ト ッ プ カ
バ ー ２ ７ の 吐 出 口 ２ ６ か ら ８ ０ ℃ 前 後 の 杉 の 膨 潤 粉 砕 材 と な っ て 吐 出 さ れ る 事 に な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 本 発 明 は 、 上 述 の ス ク リ ュ ー 式 膨 潤 粉 砕 装 置 又 は 他 の 膨 潤 粉 砕 装 置 等 に よ っ て 生 成 さ れ
る 膨 潤 粉 砕 材 を 無 機 態 窒 素 除 去 材 と し て 使 用 す る も の で あ り 、 本 発 明 の 内 容 を 詳 細 に 説 明
す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
〔 膨 潤 粉 砕 材 の 特 性 試 験 〕
　 先 ず 、 上 記 ス ク リ ュ ー 式 膨 潤 粉 砕 装 置 又 は 他 の 膨 潤 粉 砕 装 置 等 （ 膨 潤 粉 砕 装 置 ） を 用 い
て 生 成 し た 膨 潤 粉 砕 材 の 無 機 態 窒 素 の 有 機 化 速 度 に よ り 膨 潤 粉 砕 材 無 機 態 窒 素 の 無 機 態 窒
素 特 性 に つ い て 説 明 す る 。 使 用 し た 試 料 は 、 次 の 通 り で あ る 。
（ 試 料 １ ） 膨 潤 粉 砕 杉 皮 材 ： 杉 の 樹 皮 の み を 、 前 記 膨 潤 粉 砕 装 置 で 生 成 し た 膨 潤 粉 砕 材 。
（ 試 料 ２ ） 野 積 膨 潤 粉 砕 杉 皮 材 ： 上 記 試 料 １ を 半 年 間 野 積 み し て 放 置 し て お い た 膨 潤 粉 砕
装 置 で 生 成 し た 膨 潤 粉 砕 材 。
（ 試 料 ３ ） 膨 潤 粉 砕 杉 板 材 ： 杉 の 背 板 を 前 記 膨 潤 粉 砕 装 置 で 生 成 し た 膨 潤 粉 砕 材 。
（ 試 料 ４ ） 膨 潤 粉 砕 杉 間 伐 材 ： 杉 の 間 伐 材 を 前 記 膨 潤 粉 砕 装 置 で 生 成 し た 膨 潤 粉 砕 材 。 尚
、 間 伐 材 の 材 木 と 樹 皮 の 体 積 比 は 、 ９ ： １ で あ る 。
（ 試 料 ５ ） 膨 潤 粉 砕 ト ド 松 樹 皮 ： ト ド 松 の 樹 皮 を 前 記 膨 潤 粉 砕 装 置 で 生 成 し た 膨 潤 粉 砕 材
。
（ 比 較 材 １ ） 標 準 培 土 ： ピ ー ト モ ス ５ ０ 容 量 ％ ， 粗 粒 火 山 灰 ５ ０ 容 量 ％ を 混 合 し た 標 準 培
土
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 記 試 料 １ ～ ５ 及 び 比 較 材 １ の 物 性 を 測 定 し 、 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。 又 、 参 考 ま で に
試 料 １ の 膨 潤 粉 砕 杉 皮 材 の 写 真 を 図 １ ６ に 示 し て い る 。 こ の 写 真 か ら も 明 ら か な 様 に 、 こ
の 膨 潤 粉 砕 材 に は 最 早 杉 皮 の イ メ ー ジ は な く 、 繊 維 質 が 解 繊 さ れ 切 断 さ れ て 綿 状 に な っ て
い る 事 が 分 か る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 表 １ か ら 明 ら か な 様 に 、 又 、 図 １ ６ の 写 真 か ら も 窺 え る 様 に 、 本 発 明 で 使 用 す る 膨 潤 粉
砕 材 （ 試 料 １ ～ ５ ） は 、 比 較 材 １ の 標 準 培 土 に 比 し て 大 き な 気 相 率 （ 空 隙 率 ） を 有 し て お
り 、 こ の 結 果 、 大 き な 圃 場 容 水 量 や 最 大 容 水 量 を 有 し て い る 。 又 、 圃 場 容 水 量 は 、 比 較 材
１ と し て 示 し た 標 準 培 土 に 比 し て 、 １ ． ３ ～ ２ ． ０ 倍 の 値 を 示 し て お り 、 排 出 液 を 供 給 し
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た 場 合 に も 、 標 準 培 土 に 比 し て 多 量 の 排 出 液 を 保 持 で き る こ と が 分 か る 。 同 時 に 、 大 き な
空 隙 率 を 有 す る 事 は 、 嵩 比 重 が 小 さ い 事 を 意 味 し 、 比 較 例 １ の 標 準 培 土 に 比 し て ２ 割 ～ ３
割 の 単 位 重 量 と な る の で 、 容 器 に 入 れ た 状 態 で の 搬 送 が 極 め て 楽 に 行 え る こ と で き る 様 に
な る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に 、 前 記 膨 潤 粉 砕 装 置 に よ っ て 各 種 木 質 材 を 処 理 し て 得 ら れ た 膨 潤 粉 砕 材 に よ る 無 機
態 窒 素 の 有 機 化 速 度 に つ い て 説 明 す る 。 試 験 に 用 い た 試 料 及 び 比 較 材 は 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
〔 試 料 及 び 比 較 材 〕
（ 試 料 １ ） 前 記 膨 潤 粉 砕 杉 皮 材
（ 試 料 ３ ） 前 記 膨 潤 粉 砕 杉 板 材
（ 試 料 ４ ） 前 記 膨 潤 粉 砕 杉 間 伐 材
（ 試 料 ６ ） 膨 潤 粉 砕 ト ド 松 間 伐 材 ： ト ド 松 の 間 伐 材 を 前 記 膨 潤 粉 砕 装 置 で 生 成 し た 膨 潤 粉
砕 材
（ 試 料 ７ ） 膨 潤 粉 砕 カ ラ マ ツ 間 伐 材 ： カ ラ マ ツ の 間 伐 材 を 前 記 膨 潤 粉 砕 装 置 で 生 成 し た 膨
潤 粉 砕 材
（ 試 料 ８ ） 膨 潤 粉 砕 ブ ナ 間 伐 材 ： ブ ナ の 間 伐 材 を 前 記 膨 潤 粉 砕 装 置 で 生 成 し た 膨 潤 粉 砕 材
（ 資 料 ８ a） 杉 お が く ず 。
（ 比 較 材 １ ） 前 記 標 準 培 土
【 ０ ０ ５ ３ 】
〔 試 験 方 法 〕
　 上 記 ７ 種 の 試 料 及 と 比 較 材 の 各 ５ ． ０ ｇ を １ ０ ０ ｍ ｌ の ポ リ 容 器 に 入 れ 、 各 容 器 に 窒 素
２ ． ５ ｍ ｇ 相 当 の 硫 酸 ア ン モ ニ ウ ム を 添 加 し 、 比 較 例 １ の 標 準 培 土 に は ７ ． ５ ｍ ｌ の 蒸 留
水 を 、 他 に は １ ５ ｍ ｌ の 蒸 留 水 を 加 え て 、 温 度 ３ ０ ℃ で ０ ， １ ， ２ ， ４ ， ８ ， １ ２ 週 間 培
養 後 の 各 容 器 内 の 無 機 態 窒 素 量 を 測 定 し た 。 そ の 結 果 を 表 ２ 及 び 図 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 表 ２ 及 び 同 表 を グ ラ フ に し た 図 １ か ら 分 か る 様 に 、 試 料 １ （ 図 中 ａ ： 膨 潤 粉 砕 杉 皮 材 ）
で は 、 １ 週 間 後 に は ７ ． ５ ％ に 低 下 し 、 ４ 週 間 後 に は 略 ゼ ロ （ ０ ） に な っ て い る 。 １ ２ 週
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間 後 に は 、 前 記 試 料 １ と 試 料 ８ （ 図 中 ｆ ： 膨 潤 粉 砕 ブ ナ 間 伐 材 ） で は 、 略 ゼ ロ （ ０ ） に 低
下 し 、 試 料 ４ （ 図 中 ｃ ： 膨 潤 粉 砕 杉 間 伐 材 ） で は ７ ％ に 低 下 し て い る 。 こ の 事 実 は 、 無 機
態 窒 素 で あ る ア ン モ ニ ア 態 窒 素 が 、 容 器 内 か ら 殆 ど 消 滅 或 い は 大 幅 に 減 少 し て い る 事 を 意
味 し て い る 。 こ れ は 、 木 質 材 を 膨 潤 粉 砕 装 置 に よ り 生 成 し た 膨 潤 粉 砕 材 は 、 そ の 表 面 積 が
大 き く な り 、 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 ま た は 脱 窒 す る 微 生 物 の 活 動 の 場 所 を 大 き く し た こ と に
起 因 す る も の と 推 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の 無 機 態 窒 素 の 除 去 速 度 を 、 材 料 別 に 見 る と 、 杉 由 来 の 無 機 態 窒 素 除 去 材 で は 、 試 料
１ （ 膨 潤 粉 砕 杉 皮 材 ） 、 試 料 ４ （ 膨 潤 粉 砕 杉 間 伐 材 ） 、 試 料 ３ （ 膨 潤 粉 砕 杉 板 材 ） 、 資 料
８ a（ 杉 お が く ず ） の 順 で あ る 。 又 、 ト ド マ ツ 及 び カ ラ マ ツ の 間 伐 材 か ら 生 成 し た 膨 潤 粉
砕 ト ド マ ツ 間 伐 材 （ 試 料 ６ ） お よ び 膨 潤 粉 砕 カ ラ マ ツ 間 伐 材 （ 試 料 ７ ） は 、 膨 潤 粉 砕 材 杉
間 伐 材 （ 試 料 ４ ） に 比 し て 、 無 機 態 窒 素 の 除 去 速 度 は 遅 か っ た 。 膨 潤 粉 砕 ブ ナ 間 伐 材 （ 試
料 ８ ） の 無 機 態 窒 素 の 除 去 速 度 は 、 杉 樹 皮 の 膨 潤 粉 砕 材 （ 試 料 １ ） と 杉 間 伐 材 の 膨 潤 粉 砕
材 （ 試 料 ４ ） と の 中 間 で あ る 。 比 較 材 １ の 標 準 培 土 で は 、 培 養 ４ 週 間 後 を 除 き 、 無 機 態 窒
素 の 除 去 は 殆 ど 生 じ な か っ た 。 又 、 杉 樹 皮 ， 杉 板 材 ， 杉 間 伐 材 ， ブ ナ 間 伐 材 の 各 膨 潤 粉 砕
材 （ 試 料 １ ， 試 料 ３ ， 試 料 ４ ， 試 料 ８ ） は 、 １ ２ 週 間 後 に お い て も 有 機 化 し た 窒 素 の 無 機
化 （ 無 機 態 窒 素 の 放 出 ） は 生 じ な か っ た 。 こ の 試 験 結 果 か ら は 、 試 料 １ （ 膨 潤 粉 砕 杉 皮 材
） と 試 料 ８ （ 膨 潤 粉 砕 ブ ナ 間 伐 材 ） と が 、 夫 々 単 独 で 排 出 液 処 理 材 （ 無 機 態 窒 素 除 去 材 ）
と し て の 効 果 が 大 き い こ と が 分 か る 。 ま た 、 資 料 ８ a（ 杉 お が く ず ） に も 無 機 態 窒 素 除 去
効 果 が 認 め ら れ る と こ ろ か ら 、 木 質 材 の 表 面 積 大 き く す る こ と で 無 機 態 窒 素 除 去 効 果 が あ
る こ と を 知 見 し た 。 さ ら に 、 木 質 材 を 膨 潤 粉 砕 装 置 に よ り 膨 潤 粉 砕 し て 生 成 し た 膨 潤 粉 砕
材 の 無 機 態 窒 素 除 去 効 果 が 大 き く な る こ と も 知 見 し た 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 次 に 、 各 種 木 質 材 の 膨 潤 粉 砕 材 を 用 い て 硝 酸 態 窒 素 の 除 去 能 力 を 実 際 の 規 模 に お け る 試
験 に よ っ て 検 討 し た の で 、 こ の 試 験 に つ い て 以 下 に 述 べ る 。 無 機 態 窒 素 は 、 ア ン モ ニ ア 態
窒 素 と 硝 酸 態 窒 素 を 主 に 含 有 す る も の で あ る が 、 硝 酸 態 窒 素 の 量 が 多 い の で 測 定 が し や す
い 。 こ の た め 、 こ の 試 験 で は 硝 酸 態 窒 素 を 測 定 す る こ と で 、 無 機 態 窒 素 の 除 去 能 力 の 指 標
と し た 。 し た が っ て 硝 酸 態 窒 素 の 除 去 能 力 と 無 機 態 窒 素 の 除 去 能 力 と の 表 現 が 混 在 す る が
同 一 内 容 を 示 し て い る 。
〔 試 料 及 び 比 較 材 〕
（ 比 較 材 １ ） 前 記 標 準 培 土
（ 比 較 材 ３ ） 火 山 礫 （ 商 品 名 ： マ グ マ ソ フ ト ）
（ 試 料 ９ ） 　 膨 潤 粉 砕 新 鮮 杉 皮 材 ： 新 鮮 な 杉 の 樹 皮 の 膨 潤 粉 砕 材
（ 試 料 １ ０ ） 膨 潤 粉 砕 野 積 杉 皮 材 ： １ ７ ケ 月 間 野 積 み し た 杉 の 樹 皮 の 膨 潤 粉 砕 材
（ 試 料 １ １ ） 膨 潤 粉 砕 新 鮮 ブ ナ 間 伐 材 ： 新 鮮 な ブ ナ 間 伐 材 の 膨 潤 粉 砕 材
（ 試 料 １ ２ ） 膨 潤 粉 砕 新 鮮 ブ ナ 間 伐 材 ＋ 火 山 礫 ： 試 料 １ １ と 火 山 礫 と を 容 積 比 で ４ ： １ の
割 合 で 混 合 し た も の
〔 試 験 方 法 〕
　 図 ８ に 示 し て い る 様 に ビ ニ ー ル シ ー ト に よ っ て 、 上 方 に 開 放 部 ６ ａ を 形 成 す る 様 に 配 置
し た 幅 ３ ０ ｃ ｍ ， 長 さ １ ｍ を １ 区 と す る 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ 内 に 、 各 種 試 料 又 は 比 較 材 と
し て の 無 機 態 窒 素 除 去 材 ５ を 夫 々 １ ０ リ ッ ト ル 充 填 し 、 上 方 の 開 放 部 ６ ａ よ り 、 排 出 液 に
代 え て イ チ ゴ 用 の 養 液 （ 大 塚 養 液 土 耕 肥 料 １ 号 ： Ｎ － Ｐ 2 Ｏ 5 － Ｋ 2 O＝ １ ５ － ８ － １ ６ ， 全
窒 素 の １ ５ ％ の う ち ８ ． ５ ％ が 硝 酸 態 窒 素 、 Ｍ g O  ２ ％ ， 石 灰 ６ ％ ） を 、 各 試 験 区 毎 に 、
表 ３ に 示 し た 如 く 硝 酸 態 窒 素 の 目 標 値 が 、 ４ ３ ｐ ｐ ｍ （ 高 濃 度 区 ） ， ２ ８ ｐ ｐ ｍ （ 中 濃 度
区 ） ， １ ４ ｐ ｐ ｍ （ 低 濃 度 区 ） と な る 様 に 滴 下 し て 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 ５ で 硝 酸 態 窒 素 を
除 去 さ せ 、 ビ ニ ー ル シ ー ト の 下 部 に 溜 ま る 排 出 液 を 下 部 か ら 排 出 さ せ て 該 排 出 液 中 の 硝 酸
態 窒 素 濃 度 を 測 定 し た 。 尚 、 目 標 濃 度 が １ ４ ｐ ｐ ｍ の 試 験 区 で は 、 供 給 養 液 量 が ６ ０ ０ ｍ
ｌ と １ ２ ０ ０ ｍ ｌ （ 倍 量 区 ） の ２ つ の 試 験 区 を 設 け た 。 そ の 結 果 を 図 ２ ～ 図 ７ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ２ の 比 較 材 １ （ 標 準 培 土 ） で は 、 高 濃 度 区 （ 目 標 濃 度 ： ４ ３ ｐ ｐ ｍ ） ， 中 濃 度 区 （ 目
標 濃 度 ： ２ ８ ｐ ｐ ｍ ） ， 低 濃 度 区 （ 目 標 濃 度 ： １ ４ ｐ ｐ ｍ ） ， 低 濃 度 倍 量 区 （ 目 標 濃 度 ：
１ ４ ｐ ｐ ｍ ， 養 液 供 給 量 ： １ ２ ０ ０ ｍ ｌ ） の い ず れ の 試 験 区 に お い て も 、 供 給 さ れ る 硝 酸
態 窒 素 濃 度 よ り も 排 出 液 中 の 硝 酸 態 窒 素 濃 度 の 方 が 高 い 傾 向 が あ っ た 。 こ れ は 、 標 準 培 土
中 の ピ ー ト モ ス の 分 塊 や 供 給 す る 養 液 中 の 窒 素 の 硝 酸 化 成 に よ り 硝 酸 態 窒 素 が 増 加 し た も
の と 考 え ら れ る 。 こ の 意 味 か ら 、 標 準 培 土 は 、 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 の 除 去 に は 不 適 と 判 断
さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ３ の 比 較 材 ３ （ 火 山 礫 ） で は 、 各 試 験 区 共 に 供 給 さ れ る 硝 酸 態 窒 素 濃 度 よ り も 排 出 液
中 の 硝 酸 態 窒 素 濃 度 の 方 が や や 高 い 傾 向 が あ っ た 。 こ れ は 、 火 山 礫 表 面 か ら の 乾 燥 に よ る
養 液 の 濃 縮 の 影 響 と 考 え ら れ る 。 尚 、 こ の 濃 縮 の 現 象 は 、 目 標 窒 素 濃 度 に 関 係 な く 、 全 て
の 試 験 区 に お い て 生 じ て い た も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ４ の 試 料 ９ （ 膨 潤 粉 砕 新 鮮 杉 皮 材 ） で は 、 比 較 的 安 定 し て 硝 酸 態 窒 素 の 有 機 化 が 進 行
し て い た 。 し か し な が ら 、 実 施 例 ２ の 窒 素 有 機 化 培 養 試 験 結 果 を 示 し た 図 １ で は 、 膨 潤 粉
砕 杉 皮 材 （ 試 料 １ ） の 有 機 化 速 度 は 、 ブ ナ 間 伐 材 の 膨 潤 粉 砕 材 （ 試 料 ８ ） よ り も 速 い に も
拘 ら ず 、 本 実 施 例 ３ で は 、 膨 潤 粉 砕 新 鮮 ブ ナ 間 伐 材 （ 試 料 １ １ 、 図 ６ 参 照 ） よ り も 排 液 中
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の 硝 酸 態 窒 素 の 濃 度 が 高 く な っ て い る 。 こ れ は 、 新 鮮 な 杉 樹 皮 が 膨 軟 性 を 有 し て お り 、 あ
る 程 度 の 撥 水 性 を 有 し て い る た め 、 供 給 さ れ た 養 液 が 全 体 に 浸 潤 し 難 か っ た こ と が 原 因 で
あ る と 考 え ら れ る 。 又 、 排 液 の 着 色 も 比 較 的 濃 い 傾 向 に あ る 。 従 っ て 、 新 鮮 な 杉 樹 皮 の 膨
潤 粉 砕 材 を 使 用 す る 場 合 に は 、 十 分 に 浸 潤 さ せ て 有 機 化 を 促 進 さ せ る 工 夫 が 必 要 で あ る と
考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ５ の 試 料 １ ０ （ 膨 潤 粉 砕 野 積 杉 皮 材 ） は 、 試 料 ９ の 新 鮮 な 杉 樹 皮 材 に 比 べ て 、 膨 軟 性
は や や 失 わ れ て い る が 、 撥 水 性 は 非 常 に 高 く 、 供 給 さ れ た 養 液 が 全 体 に 浸 潤 し 難 く 、 保 水
性 に 欠 け る た め 、 試 験 開 始 早 々 か ら 排 出 液 が 検 出 さ れ た 。 こ の 結 果 、 供 給 養 液 が 浸 潤 し た
部 分 の み し か 有 機 化 が 進 行 せ ず 、 他 の 部 分 は 乾 い た 状 態 を 保 っ た た め 、 排 液 中 の 硝 酸 態 窒
素 は 比 較 的 高 濃 度 で あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 膨 潤 粉 砕 野 積 杉 皮 材 を 使 用 す る 場 合 に も 、 排
出 液 が 膨 潤 粉 砕 材 に 十 分 に 浸 潤 さ せ る 工 夫 が 必 要 で あ る こ と が 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
  図 ６ の 試 料 １ １ （ 膨 潤 粉 砕 新 鮮 ブ ナ 間 伐 材 ） で は 、 高 濃 度 区 の 排 液 中 の 硝 酸 態 窒 素 濃 度
は 実 験 開 始 か ら １ ０ 日 間 は や や 高 か っ た も の の 、 順 次 濃 度 が 下 が り 、 １ ５ 日 以 降 は 低 濃 度
と な り 、 何 れ の 試 験 区 で も 安 定 し て 有 機 化 が 進 行 し て い た 。 こ れ は 、 膨 潤 粉 砕 新 鮮 ブ ナ 間
伐 材 は 供 給 養 液 の 浸 潤 が 良 く 、 効 率 的 に 有 機 化 が 進 行 し た も の と 考 え ら れ る 。 但 し 、 保 水
性 も 高 い こ と か ら 、 硝 酸 態 窒 素 の 一 部 は 脱 窒 に よ り 窒 素 ガ ス と な っ て 空 中 に 飛 散 し た 可 能
性 も あ る 。 尚 、 排 液 の 着 色 度 は 低 く 問 題 に は な ら な い 程 度 で あ っ た 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
  図 ７ の 試 料 １ ２ （ 膨 潤 粉 砕 ブ ナ 間 伐 材 ＋ 火 山 礫 ） で は 、 低 濃 度 倍 量 区 の 排 出 液 の 硝 酸 態
窒 素 濃 度 は 、 実 験 開 始 か ら ５ 日 間 は や や 高 か っ た も の の 、 順 次 濃 度 が 下 が り 、 低 濃 度 に な
っ て い る 。 何 れ の 試 験 区 で も 、 安 定 し て 硝 酸 態 窒 素 の 有 機 化 が 進 行 し て お り 、 供 給 養 液 の
湿 潤 が 良 く 効 率 的 に 有 機 化 が 進 ん だ も の と 考 え ら れ る 。 又 、 膨 潤 粉 砕 新 鮮 ブ ナ 間 伐 材 の み
の 場 合 （ 試 料 １ ２ ） よ り も 高 濃 度 で の 硝 酸 態 窒 素 の 除 去 に 優 れ 、 排 出 液 の 色 も 試 料 １ １ の
場 合 よ り も 薄 か っ た 。 こ れ は 、 火 山 礫 を 配 合 し た こ と に よ る 効 果 と 考 え ら れ る の で 、 こ の
配 合 比 率 を 変 え る こ と に よ っ て 、 有 機 化 を 更 に 促 進 で き る も の と 推 定 さ れ る 。 尚 、 火 山 礫
の 配 合 料 は 、 ４ ０ 容 積 ％ 以 下 に 抑 え る 必 要 が あ る 。 こ れ 以 上 の 配 合 で は 、 比 較 例 ３ に 示 し
た 火 山 礫 の み の 場 合 の 悪 影 響 が 顕 在 化 す る 可 能 性 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 又 、 火 山 礫 に 代 え て 、 保 水 性 を 高 め る 目 的 で 火 山 灰 を 配 合 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の
場 合 に は 、 試 料 ９ の 膨 潤 粉 砕 新 鮮 杉 皮 材 や 試 料 １ ０ の 膨 潤 粉 砕 野 積 杉 皮 材 の 様 に 、 撥 水 性
の 高 い 膨 潤 粉 砕 材 を 用 い る 場 合 に は 、 火 山 灰 の 配 合 に よ り 保 水 性 を 高 め 、 供 給 さ れ る 排 出
液 と 膨 潤 粉 砕 材 と の 接 触 頻 度 を 高 め 、 有 機 化 反 応 を 促 進 さ せ る 効 果 が 期 待 さ れ る 。 こ の 場
合 の 火 山 灰 の 混 合 比 率 も 、 ４ ０ 容 積 ％ 以 下 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 以 上 の 実 施 例 か ら 、 試 料 １ １ （ 膨 潤 粉 砕 新 鮮 ブ ナ 間 伐 材 ） や 試 料 １ ２ （ 試 料 １ １ ＋ 火 山
礫 ） の 場 合 に は 、 十 分 な 湿 潤 性 を 有 し て い る の で 、 排 出 液 を 滴 下 す る と 、 排 出 液 は 、 充 填
さ れ た 膨 潤 粉 砕 材 （ 無 機 態 窒 素 除 去 材 ） の 上 部 か ら 吸 収 さ れ て 硝 酸 態 窒 素 の 有 機 化 が 進 行
し 、 硝 酸 態 窒 素 の 濃 度 が 低 下 し た 排 出 液 が 下 方 に 浸 透 し て い く の で 、 排 出 液 を 通 過 さ せ る
だ け で 硝 酸 態 窒 素 の 有 機 化 が 進 行 す る 。 従 っ て 、 係 る 材 料 を 無 機 態 窒 素 除 去 材 と し て 使 用
す る 場 合 に は 、 排 出 液 を 無 機 態 窒 素 除 去 材 の 充 填 槽 を 通 過 さ せ る 方 式 の 装 置 で よ い こ と が
分 か る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 一 方 、 試 料 ９ （ 膨 潤 粉 砕 新 鮮 杉 皮 材 ） や 試 料 １ ０ （ 膨 潤 粉 砕 野 積 杉 皮 材 ） の 場 合 に は 、
そ の 撥 水 性 の た め 、 排 出 液 が 滴 下 さ れ て も 、 充 填 さ れ た 無 機 態 窒 素 除 去 材 に 吸 収 さ れ る 量
が 少 な く 、 そ の ま ま 流 下 し て 硝 酸 態 窒 素 の 有 機 化 が 生 じ な い 比 率 が 高 く な っ て い る 。 と こ
ろ が 、 実 施 例 ２ に 示 し た 様 に 、 容 器 内 に 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 充 填 し て 排 出 液 を 供 給 す る 方
式 、 即 ち 、 排 出 液 を 容 器 内 に 貯 留 す る 方 式 で は 、 膨 潤 粉 砕 杉 皮 材 は 、 良 好 な 除 去 能 力 を 示
し て い る 。 従 っ て 、 こ の 様 に 撥 水 性 の 高 い 材 料 の 場 合 に は 、 排 出 液 の 貯 留 方 式 が 実 用 的 で
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あ る と 考 え る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 排 出 液 の 処 理 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 図 ８ は 、 苺 の 養 液 栽 培 に よ る
高 設 栽 培 装 置 に 本 発 明 を 適 用 し た 装 置 の 概 念 図 で あ る 。 同 図 に お い て 、 支 持 脚 ４ ａ ， ４ ｂ
に よ っ て 支 持 さ れ た 高 設 栽 培 槽 １ の 上 部 に は 、 養 液 の 供 給 用 配 管 ２ が 設 置 さ れ て お り 、 該
配 管 ２ か ら 養 液 が 栽 培 槽 １ 内 に 点 滴 さ れ て い る 。 栽 培 槽 １ 内 に 充 填 さ れ て い る 培 土 は 、 空
隙 率 の 高 い 軽 量 培 土 で あ る の で 、 点 滴 さ れ た 養 液 は 、 培 土 を 通 過 し て 高 濃 度 の 無 機 態 窒 素
を 含 有 す る 排 出 液 と し て 、 栽 培 槽 １ の 下 部 か ら 液 滴 ３ と し て 滴 下 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 前 記 高 設 栽 培 槽 １ の 直 下 に は 、 該 栽 培 槽 １ に 沿 っ て 、 上 面 の 少 な く と も 一 部 に 開 放 部 ６
ａ が 形 成 さ れ 且 つ 上 部 近 傍 に 排 出 口 ６ ｂ が 形 成 さ れ た 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ が 配 置 さ れ 、 該
無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ 内 に は 、 前 述 の 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る 無 機 態 窒 素 除 去 材 ５ が 充 填
さ れ て い る 。 前 記 排 出 液 の 液 滴 ３ は 、 前 記 開 放 部 ６ ａ に 落 下 し て 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ 内 の
無 機 態 窒 素 除 去 材 ５ に 浸 透 し 、 排 出 液 中 の 無 機 態 窒 素 は 前 述 の 要 領 で 無 機 態 窒 素 除 去 材 ５
に 吸 収 さ れ て 有 機 化 さ れ る 。 前 記 液 滴 ３ の 落 下 は 継 続 し て い る の で 、 排 出 液 の 量 は 無 機 態
窒 素 除 去 槽 ６ 内 に 蓄 積 し て 十 分 に 無 機 態 窒 素 除 去 材 ５ と 接 触 し 、 無 機 態 窒 素 の 有 機 化 が 進
行 す る 。 排 出 液 の 量 の 液 面 が 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ の 上 部 近 傍 に 設 け ら れ た 排 出 口 ６ ｂ に 達
す る と 、 該 排 出 口 ６ ｂ か ら 処 理 液 と な っ て 地 面 Ｇ に 液 滴 ７ と な っ て 滴 下 し 、 地 面 Ｇ に 吸 収
さ れ る こ と に な る 。 こ の 処 理 液 は 、 前 記 実 施 例 に 示 し た 通 り 、 充 分 に 無 機 態 窒 素 が 除 去 さ
れ て い る の で 、 地 面 Ｇ に 浸 透 さ せ て も 無 機 態 窒 素 に 起 因 す る 問 題 は な い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 次 に 、 図 ９ は 、 図 ８ の 装 置 の 変 形 例 を 示 し た 概 念 図 で あ り 、 同 一 構 成 は 、 同 一 符 号 を 付
し て 重 複 説 明 は 省 略 す る 。 本 体 で は 、 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ の 内 部 に は 、 上 面 に 開 口 ９ ａ が
形 成 さ れ た 排 水 管 ９ が 配 置 さ れ て お り 、 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ 内 に 滴 下 し て 滞 留 し て い る 排
出 液 が 前 記 排 水 管 ９ の 開 口 ９ ａ に 達 す る と 、 該 開 口 ９ ａ か ら 処 理 液 が 排 水 管 ９ 内 に 流 入 し
、 端 部 （ 図 示 せ ず ） か ら 地 面 Ｇ に 排 出 さ れ て 地 中 に 浸 透 さ せ る 様 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ れ ら の 装 置 は 、 ハ ウ ス 内 の 高 設 栽 培 装 置 の 直 下 に 配 置 さ れ る も の で あ り 、 図 ８ の 装 置
の 場 合 に は 、 処 理 液 が ハ ウ ス 内 の 地 面 に 浸 透 さ れ る の で 、 ハ ウ ス 内 の 湿 度 が 上 昇 す る 可 能
性 が あ る 。 従 っ て 、 湿 度 の 上 昇 に よ り 品 質 に 悪 影 響 を 与 え る 様 な 果 実 類 の 場 合 に は 、 地 面
の 水 は け を 良 く し て お く 必 要 が あ る 。 一 方 、 図 ９ の 装 置 の 場 合 に は 、 排 水 管 ９ に 所 定 の 傾
斜 を 設 け て お く 必 要 が あ る の で 、 ハ ウ ス 内 の 地 面 の 傾 斜 に は 充 分 な 配 慮 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 又 、 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ 内 の 使 用 済 の 無 機 態 窒 素 除 去 材 ５ は 窒 素 分 を 有 機 化 し て 固 定 し
て い る の で 、 炭 素 を 主 成 分 と す る 木 質 材 の 膨 潤 粉 砕 材 に 窒 素 が 添 加 さ れ た こ と に な る の で
、 有 用 な 培 土 と し て 再 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 特 に 、 膨 潤 粉 砕 材 が 高 設 栽 培 の 培 土 と
し て 有 用 な こ と は 、 本 発 明 の 出 願 人 等 が 先 の 出 願 で あ る 特 願 ２ ０ ０ ３ － ２ ８ ７ ６ ５ ３ 号 に
詳 記 し て い る と こ ろ で あ り 、 こ の 培 土 に 肥 料 成 分 と し て の 窒 素 が 富 化 さ れ る の で 、 そ の 有
用 性 は 益 々 向 上 す る こ と に な る 。 加 え て 、 こ の 窒 素 富 化 さ れ た 膨 潤 粉 砕 材 を 高 設 栽 培 の 培
土 と し て 使 用 す れ ば 、 滴 下 す る 養 液 中 の 無 機 態 窒 素 の 量 を 減 ら す こ と が 可 能 と な る の で 、
栽 培 コ ス ト の 低 減 と 共 に 、 本 発 明 の 無 機 態 窒 素 の 除 去 装 置 の 負 荷 の 軽 減 に も 寄 与 す る こ と
に な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 、 図 １ ０ は 、 上 述 し た ハ ウ ス 内 の 湿 度 上 昇 及 び 地 面 の 水 は け や 傾 斜 に 配 慮 す る 必 要
の な い 装 置 の 例 を 示 す 概 念 図 で あ る 。 同 図 の 装 置 は 、 ハ ウ ス １ ５ 内 に 配 置 さ れ 、 複 数 の 支
持 脚 ４ に よ っ て 所 定 の 高 さ に 保 持 さ れ た 高 設 栽 培 槽 １ の 直 下 に 、 傾 斜 し て 排 出 液 集 液 樋 １
０ を 配 置 し 、 該 排 出 液 集 液 樋 １ ０ に よ っ て 高 設 栽 培 槽 １ の 下 面 か ら 前 述 の 如 く 滴 下 す る 排
出 液 を 集 め て 排 出 液 槽 １ １ に 貯 蔵 す る 様 に し た も の で あ る 。 こ の 排 出 液 槽 １ １ は 、 通 気 孔
を 有 す る 程 度 に 密 閉 さ れ た 容 器 で あ る の で 、 排 出 液 槽 １ １ 内 の 排 出 液 １ ２ が 蒸 発 し て ハ ウ
ス 内 の 湿 度 を 高 め る 心 配 は な い 。 こ の 排 出 液 槽 １ １ 内 に 排 出 液 １ ２ が 所 定 量 溜 ま る と 、 ポ
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ン プ Ｐ を 作 動 さ せ て 配 管 Ｌ １ ， 配 管 Ｌ ２ を 経 て 、 前 述 の 無 機 態 窒 素 除 去 材 ５ が 充 填 さ れ た
無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ に 供 給 さ れ る 。 排 出 液 は 、 該 無 機 態 窒 素 除 去 材 ５ と 接 触 し て 含 有 す る
硝 酸 態 窒 素 が 除 去 さ れ る 。 該 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ 内 に 滞 留 す る 排 出 液 の 液 面 が 排 出 配 管 Ｌ
３ の 高 さ よ り 高 く な る と 、 処 理 液 は 、 配 管 Ｌ ３ か ら 液 滴 ８ と な っ て 集 液 部 １ ６ に 落 下 し 、
配 管 Ｌ ４ を 通 し て ハ ウ ス 外 の 農 業 用 排 水 溝 １ ４ 内 に 滴 下 し 、 地 中 に 浸 透 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 本 装 置 の 場 合 に は 、 処 理 液 の 地 中 へ の 浸 透 は ハ ウ ス 外 で 行 う 様 に な っ て い る の で 、 ハ ウ
ス 内 の 湿 度 上 昇 や ハ ウ ス 内 土 壌 の 水 は け の 心 配 を す る 必 要 が な い 。 又 、 無 機 態 窒 素 除 去 槽
６ の 排 出 管 Ｌ ３ の 取 付 け 位 置 や そ の 高 さ の 設 定 に よ っ て 、 該 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ 内 に お け
る 排 出 液 の 滞 留 時 間 を 調 整 す る こ と が で き る の で 、 前 述 し た 各 種 膨 潤 粉 砕 材 の 特 性 に 応 じ
て こ れ ら を 変 化 さ せ 、 最 適 設 計 を 行 う こ と も 可 能 で あ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 次 に 、 図 １ ０ に 示 し た 装 置 に よ る 実 地 規 模 で の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 上 部 を 開 放 し
た ２ ０ ０ リ ッ ト ル の プ ラ ス チ ッ ク 容 器 製 の 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ 内 に 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 ５
と し て 前 記 試 料 ９ （ 膨 潤 粉 砕 新 鮮 杉 皮 材 ） を 約 １ ０ ０ リ ッ ト ル 充 填 し 、 ３ ３ ～ ３ ４ ｐ ｐ ｍ
程 度 の 硝 酸 態 窒 素 を 含 む 排 出 液 を 、 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ の 上 部 か ら 毎 日 １ ５ リ ッ ト ル づ つ
２ 回 （ ３ ０ リ ッ ト ル ／ 日 ） 注 入 し て 、 実 機 レ ベ ル の 試 験 を 行 っ た 。 こ の と き の 給 液 及 び 排
出 液 の 硝 酸 態 窒 素 濃 度 の 経 時 的 変 化 を 測 定 し 、 そ の 結 果 を 表 ４ に 示 す 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 表 ４ 】
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【 ０ ０ ７ ７ 】
　 表 ４ か ら 明 ら か な 様 に 、 試 験 開 始 ３ 日 目 か ら 排 出 液 の 排 出 が 始 ま り 、 初 回 （ ３ 日 目 ） の
み 硝 酸 態 窒 素 濃 度 が や や 高 か っ た が 、 そ の 後 は 急 激 に 低 下 し 、 排 出 液 に は 殆 ど 硝 酸 態 窒 素
は 検 出 さ れ な く な っ た 。 尚 、 実 施 例 ２ に お け る 硝 酸 態 窒 素 の 除 去 は 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 ５
が 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ 内 で 排 出 液 に 水 没 し て い る の で 嫌 気 性 の 微 生 物 に よ る 脱 窒 に よ り 行
わ れ る と 考 え ら れ る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
  上 記 図 １ ０ に 示 し た タ イ プ の 処 理 装 置 は ハ ウ ス １ ５ 内 に 設 置 さ れ る の で 、 北 海 道 の 寒 冷
地 に お け る 冬 ～ 春 の 低 温 期 で も 採 用 可 能 な 装 置 で あ り 、 実 用 性 の 極 め て 高 い 装 置 で あ る 。
例 え ば 、 長 さ ５ ０ ｍ で 幅 ５ ． ４ ｍ の 通 常 の ハ ウ ス （ ２ ７ ０ 平 方 メ ー ト ル ） で 苺 の 高 設 栽 培
を 養 液 栽 培 法 に よ っ て 行 っ た 場 合 に は 、 １ 日 の 最 大 排 出 液 量 は １ ５ ０ リ ッ ト ル で 、 排 出 液
濃 度 も 硝 酸 態 窒 素 濃 度 で ２ ５ ｐ ｐ ｍ 前 後 な の で 、 ５ ０ ｍ ハ ウ ス で あ れ ば 、 ハ ウ ス 内 に ２ ０
０ リ ッ ト ル の 無 機 態 窒 素 除 去 槽 が ５ 基 、 或 い は １ ０ ０ ０ リ ッ ト ル の 無 機 態 窒 素 除 去 槽 が １
基 あ れ ば 、 全 排 出 液 を 処 理 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 次 に 、 図 １ １ は 、 図 １ ０ の 装 置 の 構 成 に 類 似 の す る の で 説 明 に 当 た っ て 、 図 １ ０ と 同 一
部 品 に は 同 一 符 号 を 付 し て 重 複 説 明 は 省 略 す る 。 図 １ １ に お い て 、 高 設 栽 培 槽 １ の 底 部 か
ら 滴 下 し た 排 出 液 を 排 出 液 樋 １ ０ で 集 め て 排 出 液 槽 １ １ に 貯 蔵 。 本 例 の 装 置 で は 、 水 透 過
性 の シ ー ト 、 例 え ば 布 製 の 上 部 が 開 放 さ れ て い る 袋 （ 例 え ば フ レ コ ン バ ッ グ ） で 形 成 さ れ
た 、 水 透 過 性 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ Cに 、 前 記 膨 潤 粉 砕 材 を 主 成 分 と す る 無 機 態 窒 素 除 去 材
５ が 充 填 さ れ て い る 。 前 記 排 出 液 槽 １ １ 内 に 所 定 量 の 排 出 液 １ ２ が 溜 ま る と 、 ポ ン プ Ｐ を
作 動 さ せ て 、 配 管 Ｌ ２ を 経 て 、 そ の 先 端 部 に 形 成 さ れ た 点 滴 チ ュ ー ブ １ ７ に 送 給 し 、 前 記
水 透 過 性 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ Cの 上 部 開 放 部 か ら 排 出 液 １ ２ を 該 水 透 過 性 無 機 態 窒 素 除 去
槽 ６ C内 の 無 機 態 窒 素 除 去 材 ５ に 滴 下 す る と 、 排 出 液 は 前 記 無 機 態 窒 素 除 去 材 ５ 内 に 浸 透
し て 前 述 の 通 り 無 機 態 窒 素 が 有 機 化 に よ り 除 去 さ れ る こ と に な る 。 こ の 無 機 態 窒 素 が 除 去
さ れ た 処 理 水 は 、 前 記 水 透 過 性 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ Cを 形 成 し て い る 水 透 過 性 の シ ー ト を
透 過 し て 該 水 透 過 性 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ C外 に 浸 出 し 、 下 方 に 流 下 す る 。 尚 、 前 記 水 透 過
性 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ Cの 下 面 及 び そ の 近 傍 に は 、 防 水 シ ー ト １ ８ が 敷 設 さ れ て お り 、 該
無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ の シ ー ト を 透 過 し た 処 理 水 が 、 地 中 に そ の ま ま 浸 透 す る の を 防 止 し 、
該 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ か ら 浸 出 し た 処 理 水 は 、 地 面 に 敷 か れ た 防 水 シ ー ト 面 を 流 れ て 近 傍
の 農 業 用 排 水 溝 １ ４ に 流 入 し 、 該 農 業 用 排 水 溝 １ ４ か ら 地 中 に 浸 透 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 次 に 、 図 １ １ に 示 し た 装 置 に よ る 実 地 規 模 で の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 約 １ 立 方 メ ー
ト ル の フ レ コ ン バ ッ グ （ 水 透 過 性 水 透 過 性 無 機 態 窒 素 除 去 槽 ６ C） を ２ 個 用 意 し 、 一 方 の
フ レ コ ン バ ッ グ 内 に は 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 ５ と し て 前 記 試 料 １ １ （ 膨 潤 粉 砕 ブ ナ 間 伐 材 ）
を 約 １ 立 方 メ ー ト ル 充 填 し 、 他 方 の フ レ コ ン バ ッ グ に は 、 無 機 態 窒 素 除 去 材 と し て 枝 葉 の
付 い た 白 樺 剪 定 枝 の 膨 潤 粉 砕 材 （ 膨 潤 粉 砕 白 樺 剪 定 枝 材 ： 試 料 １ ３ ） を 約 １ 立 方 メ ー ト ル
充 填 し 、 前 記 点 滴 チ ュ ー プ か ら 次 の 条 件 で 硝 酸 態 窒 素 濃 度 ２ ４ ｐ ｐ ｍ の 排 出 液 を 点 滴 し 、
前 記 フ レ コ ン バ ッ グ の 下 部 か ら 浸 出 す る 排 出 液 を 回 収 し て 硝 酸 態 窒 素 の 濃 度 測 定 を 行 っ た
。 こ の と き の 給 液 及 び 排 液 中 の 硝 酸 態 窒 素 濃 度 の 経 時 的 変 化 を 表 ５ に 、 各 フ レ コ ン バ ッ グ
内 部 温 度 と 周 縁 部 温 度 の 経 時 的 変 化 を 図 １ ２ に 、 夫 々 示 す 。
（ 点 滴 条 件 ）
１ ． 点 滴 チ ュ ー ブ ： フ レ コ ン バ ッ グ １ 袋 当 た り ２ ０ ｃ ｍ 間 隔 で ２ ５ 個 の 点 滴 穴 を 設 け た ５
ｍ の チ ュ ー ブ を 配 置
２ ． 排 出 液 供 給 量 ： １ 日 当 た り １ ５ ０ リ ッ ト ル （ ４ ０ ｃ ｃ ／ １ 穴 ／ 分 × ２ ５ 穴 × １ ５ ０ 分
　 ＝ １ ５ ０ リ ッ ト ル ）
３ ． 点 滴 時 間 ： １ ５ ０ リ ッ ト ル を １ ５ 回 に 分 け 、 １ ． ５ 時 間 お き に １ ０ 分 間 （ １ ０ リ ッ ト
ル ） を 点 滴
【 ０ ０ ８ １ 】
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【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 表 ５ に 示 さ れ て い る 様 に 、 試 料 １ １ （ 膨 潤 粉 砕 ブ ナ 間 伐 材 ） で は 、 最 初 の ２ 日 間 の み 硝
酸 態 窒 素 濃 度 が 高 か っ た が 、 そ の 後 は 急 激 に 低 下 し 、 殆 ど 硝 酸 態 窒 素 の 排 出 は 認 め ら れ な
く な っ た 。 又 、 図 １ ２ に 示 さ れ て い る 様 に 、 試 験 開 始 当 初 か ら 内 部 温 度 は 低 く 推 移 し て 安
定 し て お り 、 極 め て 実 用 性 の 高 い 無 機 態 窒 素 除 去 材 と 判 断 さ せ る 。 因 み に 、 試 料 １ １ は １
２ 週 間 経 過 後 も 、 無 機 化 （ 窒 素 の 溶 出 ） が 生 じ て い な い こ と か ら 、 少 な く と も ３ 月 程 度 は
据 え 置 き の ま ま 使 用 で き 、 場 合 に よ っ て は 、 １ シ ー ズ ン （ 約 半 年 ） の 使 用 に も 耐 え ら れ る
も の と 推 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 試 料 １ ３ （ 膨 潤 粉 砕 白 樺 剪 定 枝 材 ） は 、 糖 分 が や や 高 く 、 葉 も 混 入 し て い た の で 、 搬 入
時 に は 既 に 雑 菌 が 繁 殖 し 、 醗 酵 状 態 に あ り 、 内 部 温 度 が ５ ０ ℃ 以 上 に も 達 し て い た が 、 排
出 液 の 供 給 開 始 と 共 に 内 部 温 度 が 低 下 し て い る （ 図 １ ２ 参 照 ） 。 こ れ は 、 大 量 の 水 が 供 給
さ れ た こ と に よ り 、 醗 酵 が 抑 制 さ れ た た め と 考 え ら れ る 。 又 、 最 初 の １ 週 間 程 度 は 醗 酵 菌
の 排 出 に よ る 濁 り も 見 ら れ 、 ｐ Ｈ も ４ ～ ５ と 低 か っ た が 、 そ の 後 は 、 醗 酵 の 抑 制 と 共 に 排
出 液 の 濁 り は な く な り 、 ｐ Ｈ も ６ ． ５ 程 度 と な り 問 題 は な く な っ た 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 上 記 フ レ コ ン バ ッ グ を 用 い る 処 理 装 置 は 、 図 １ １ の 如 く 高 設 栽 培 装 置 に 排 出 液 の 集 液 樋
１ ０ の 設 備 が あ り 、 ハ ウ ス 内 の 排 出 液 を 一 ケ 所 に 集 め る こ と の で き る ハ ウ ス に お い て 、 フ
レ コ ン バ ッ グ を ハ ウ ス 外 に 設 置 で き る 点 は 、 冬 季 に 凍 結 の 心 配 の な い 地 域 で は 大 き な 利 点
で あ る 。 即 ち 、 図 １ ３ （ ａ ） に 示 す 様 に 、 小 型 ク レ ー ン 車 ２ ０ aに よ り 、 新 し い 膨 潤 粉 砕
材 か ら な る 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 充 填 し た フ レ コ ン バ ッ グ ２ １ aを 、 ハ ウ ス １ ５ 外 の 所 定 位
置 に 設 置 し 、 図 １ １ に お い て 説 明 し た 要 領 で 排 出 液 の 処 理 を 行 い 、 膨 潤 粉 砕 材 に 有 機 化 し
た 窒 素 分 を 固 定 さ せ る 。 所 定 期 間 の 処 理 が 終 わ る と 、 同 図 （ ｂ ） に 示 す 様 に 、 交 換 用 の 新
し い 無 機 態 窒 素 除 去 材 を 充 填 し た フ レ コ ン バ ッ グ ２ ２ aを 小 型 ク レ ー ン 車 ２ ０ に 搭 載 し て
搬 入 し 、 前 記 有 機 化 し た 窒 素 分 を 付 着 さ せ た 膨 潤 粉 砕 材 を 内 蔵 し た 使 用 済 フ レ コ ン バ ッ グ
２ １ aと 交 換 す る 。 続 い て 、 同 図 （ ｃ ） に 示 す 様 に 、 前 記 有 機 化 し た 窒 素 分 を 固 定 し た 膨
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潤 粉 砕 材 を 内 蔵 す る 使 用 済 フ レ コ ン バ ッ グ ２ １ aを 堆 肥 場 に 運 び 、 該 フ レ コ ン バ ッ グ ２ １ a
か ら 前 記 有 機 化 し た 窒 素 分 を 固 定 し た 膨 潤 粉 砕 材 を 取 り 出 し て 堆 肥 化 処 理 を 行 い 堆 肥 と な
し た 後 、 こ の 堆 肥 を 、 再 度 高 設 栽 培 の 培 土 と し て 使 用 す る こ と に よ り 、 排 出 液 中 の 無 機 態
窒 素 を 再 度 有 効 活 用 す る こ と が で き る 。 特 に 、 無 機 態 窒 素 を 有 機 化 に よ っ て 固 定 さ れ た 窒
素 を 含 ん で い る の で 、 堆 肥 化 し 易 い 状 態 に な っ て お り 、 極 め て 良 質 の 堆 肥 と な る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 尚 、 ハ ウ ス 内 に 小 型 ク レ ー ン 車 が 乗 り 入 れ ら れ る 程 度 の 大 き さ の ハ ウ ス で あ れ ば 、 ハ ウ
ス 内 に 前 記 フ レ コ ン バ ッ グ を 設 置 す る こ と が 可 能 と な る の で 、 北 海 道 等 の 寒 冷 地 で の 冬 季
の 使 用 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 因 み に 、 長 さ ５ ０ ｍ で 幅 ５ ． ４ ｍ の 通 常 の ハ ウ ス （ ２ ７ ０ 平 方 メ ー ト ル ） で 苺 の 高 設 栽
培 を 養 液 栽 培 法 に よ っ て 行 っ た 場 合 に は 、 １ 日 の 最 大 排 排 出 液 量 は １ ５ ０ リ ッ ト ル で 、 排
出 液 濃 度 も 硝 酸 態 窒 素 濃 度 で ２ ５ ｐ ｐ ｍ 前 後 な の で 、 こ の 規 模 の ハ ウ ス で あ れ ば 、 ハ ウ ス
１ 棟 に 付 き フ レ コ ン バ ッ グ １ つ で 排 出 液 の 処 理 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 以 上 に 詳 述 し た 如 く 、 図 ８ ， ９ に 示 し た 装 置 は 、 排 出 液 集 液 樋 等 の 集 液 設 備 の な い ハ ウ
ス で あ っ て も 適 用 で き る 装 置 で あ り 、 非 常 に 安 価 な 排 出 液 処 理 装 置 と な る 。 又 、 図 １ ０ ，
１ １ に 示 し た 装 置 は 、 排 出 液 集 液 樋 等 の 集 液 設 備 を 備 え た ハ ウ ス に 最 適 の 装 置 で あ る 。 因
み に 、 図 １ ０ に 示 し た 装 置 と 前 述 の 非 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 硫 黄 酸 化 菌 に よ る 脱 窒 法 と 処 理
費 用 を 比 較 す る と 、 非 特 許 文 献 ２ の 方 式 で は 、 硝 酸 態 窒 素 の 除 去 に １ ０ ａ 当 た り 約 ５ ０ 万
円 の 経 費 が 掛 か る と さ れ て い る の に 対 し 、 図 １ ０ の 方 法 で は 、 同 様 の 計 算 方 法 に 従 う と 、
１ ０ ａ 当 た り ３ ７ 万 円 の 経 費 で 済 む （ 内 訳 ： 膨 潤 粉 砕 材 を 入 れ る １ ０ ０ ０ リ ッ ト ル タ ン ク
４ 基 ； ７ ４ 千 円 × ４ 基 ＝ ２ ９ ６ 千 円 ， 排 出 液 用 ２ ０ ０ リ ッ ト ル タ ン ク １ 基 ； ７ 千 円 × １ 基
＝ ７ 千 円 ， ポ ン プ 及 び 配 管 類 ； ２ ０ 千 円 ， 膨 潤 粉 砕 材 ； ４ ０ ０ ０ リ ッ ト ル × １ ０ 円 ＝ ４ ０
千 円 ） 。 又 、 処 理 後 の 膨 潤 粉 砕 材 は 堆 肥 と し て リ サ イ ク ル で き る メ リ ッ ト も あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 又 、 図 １ １ に 示 し た 装 置 は 、 フ レ コ ン バ ッ グ に 膨 潤 粉 砕 材 を 入 れ た ま ま で 使 用 で き る た
め 、 図 １ ０ の 装 置 に 比 し て 、 膨 潤 粉 砕 材 を 入 れ る タ ン ク が 不 要 に な る の み な ら ず 、 膨 潤 粉
砕 材 の 詰 め 替 え 作 業 も 不 要 と な り 、 ク レ ー ン や フ ォ ー ク リ フ ト で 移 動 さ せ る こ と が で き 、
省 力 化 に 極 め て 有 効 で あ る 。 又 、 処 理 費 用 も 、 上 記 と 同 様 の 計 算 方 法 に よ る と 、 １ ０ ａ 当
た り ８ ． ３ 万 円 で 済 む こ と に な る （ 内 訳 ： 膨 潤 粉 砕 材 を 入 れ る １ ０ ０ ０ リ ッ ト ル フ レ コ ン
バ ッ グ ４ 袋 ； ４ 千 円 × ４ 袋 ＝ １ ６ 千 円 ， 排 出 液 用 の ２ ０ ０ リ ッ ト ル タ ン ク １ 基 ； ７ 千 円 ×
１ 基 ＝ ７ 千 円 ， ポ ン プ 及 び 配 管 類 ； ２ ０ 千 円 ， 膨 潤 粉 砕 材 ； ４ ０ ０ ０ リ ッ ト ル × １ ０ 円 ＝
４ ０ 千 円 ） 。 又 、 処 理 後 の 膨 潤 粉 砕 材 は 堆 肥 と し て リ サ イ ク ル で き る メ リ ッ ト も あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 以 上 の 実 施 例 で は 、 杉 の 樹 皮 や 間 伐 材 、 剪 定 枝 等 を 単 独 で 用 い た 例 に つ い て 説 明 し て い
る が 、 製 材 所 で 発 生 す る 端 材 等 の 使 用 も 可 能 で あ り 、 各 種 木 質 材 の 膨 潤 粉 砕 材 を 混 合 し て
使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 又 、 高 設 栽 培 も 、 苺 に 限 ら ず 、 メ ロ ン や ト マ ト ， キ ュ ウ リ ，
ナ ス 等 の 栽 培 に も 適 用 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 詳 細 に 説 明 し て い な い が 、 畜 産 廃 棄 物 （ 主 に
家 畜 の 排 泄 物 ） に 由 来 す る 堆 肥 を 製 造 す る 過 程 に お い て 排 出 さ れ る 排 出 液 に も 多 く の 無 機
態 窒 素 を 含 有 す る も の で あ る 。 こ の 排 出 液 の 無 機 態 窒 素 を 除 去 す る 装 置 と し て も 、 上 記 し
た 各 実 施 例 の 基 本 的 な 考 え 方 を 利 用 す る こ と に よ っ て 、 畜 産 廃 棄 物 由 来 の 堆 肥 か ら 排 出 さ
れ る 排 汁 を 環 境 基 準 に 合 致 す る 程 度 ま で 浄 化 す る 装 置 に 利 用 で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 使 用 す る 木 質 材 の 膨 潤 粉 砕 材 に よ る 培 養 週 に 対 す る 無 機 態 窒 素 残 存 率 （
無 機 態 窒 素 除 去 速 度 ） の 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ 】 実 地 規 模 に お け る 標 準 培 土 （ 比 較 例 １ ） に よ る 硝 酸 態 窒 素 の 除 去 試 験 結 果 を 示 す
グ ラ フ で あ る 。
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【 図 ３ 】 実 地 規 模 に お け る 火 山 礫 （ 比 較 例 ３ ） に よ る 硝 酸 態 窒 素 の 除 去 試 験 結 果 を 示 す グ
ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 で 使 用 す る 膨 潤 粉 砕 新 鮮 杉 皮 材 （ 試 料 ９ ） に よ る 硝 酸 態 窒 素 の 除 去 試 験 結
果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 で 使 用 す る 膨 潤 粉 砕 野 積 杉 皮 材 （ 試 料 １ ０ ） に よ る 硝 酸 態 窒 素 の 除 去 試 験
結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 で 使 用 す る 膨 潤 粉 砕 新 鮮 ブ ナ 材 （ 試 料 １ １ ） に よ る 硝 酸 態 窒 素 の 除 去 試 験
結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 で 使 用 す る 膨 潤 粉 砕 新 鮮 ブ ナ 材 ＋ 火 山 礫 （ 試 料 １ ２ ） に よ る 硝 酸 態 窒 素 の
除 去 試 験 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 排 出 液 処 理 装 置 の 一 例 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る 排 出 液 処 理 装 置 の 他 の 例 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 排 出 液 処 理 装 置 の 更 に 他 の 例 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に 係 る 排 出 液 処 理 装 置 の 更 に 他 の 例 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の 排 出 液 処 理 装 置 の 実 機 規 模 試 験 に お け る 温 度 の 経 時 変 化 を 示 す チ ャ ー
ト で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ １ の 排 出 液 処 理 装 置 の 使 用 工 程 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 粉 砕 膨 潤 装 置 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の 装 置 に お け る 粉 砕 工 程 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 粉 砕 膨 潤 装 置 に よ る 膨 潤 粉 砕 杉 皮 材 の 外 観 写 真 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ １ 】
　 １ 　 　 　 高 設 栽 培 槽
　 ２ 　 　 　 養 液 供 給 配 管
　 ３ 　 　 　 排 出 液 の 液 滴
　 ５ 　 　 　 無 機 態 窒 素 除 去 材 （ 膨 潤 粉 砕 材 ）
　 ６ 　 　 　 無 機 態 窒 素 除 去 槽
　 ６ c     水 透 過 性 無 機 態 窒 素 除 去 槽 （ フ レ コ ン バ ッ グ ）
　 ６ ａ 　 　 上 面 開 放 部
　 ６ ｂ 　 　 排 水 口
　 ７ 　 　 　 処 理 液 の 液 滴
　 ９ 　 　 　 排 水 管
　 １ ０ 　 　 排 出 液 集 液 樋
　 １ １ 　 　 排 出 液 タ ン ク
　 １ ２ 　 　 排 出 液
　 １ ４ 　 　 農 業 用 排 水 溝
　 １ ８ 　 　 防 水 シ ー ト
　 ２ ０ a    小 型 ク レ ー ン 車
　 ２ １ a    フ レ コ ン バ ッ グ
　 ２ ２ a    フ レ コ ン バ ッ グ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(23) JP 2005-199149 A 2005.7.28



【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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